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こ
こ
数
年
、
沖
縄
中
世
・
近
世
の
、
農
耕
儀
礼
そ
の
他
の
王
府
儀
礼
の
分
析
と
比
較
検
討
を
筆
者
な
り
に
行
っ
て
き
た
の
は
、
ま
ず
、
官
撰
祭
祀
歌
謡
と
い
わ
れ
る
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
儀
礼
と
の
関
係
を
具
体
的
に
知
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
遠
回
り
で
は
あ
る
が
、
儀
礼
の
構
成
、
参
加
者
の
背
景
や
そ
の
役
割
、
そ
こ
で
唱
え
る
祭
詞
や
歌
謡
に
込
め
ら
れ
た
宗
教
感
情
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
否
応
な
し
に
突
き
当
た
る
の
は
、
時
代
の
社
会
構
造
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
〉
は
、
ヒ
キ
役
と
王
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
地
方
か
ら
の
サ
サ
ゲ
（
捧
げ
）
を
積
み
置
く
場
に
か
か
わ
る
儀
礼
と
筆
者
は
推
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
王
府
の
経
済
と
琉
球
王
国
の
航
海
儀
礼
と
歌
謡
は
じ
め
に
ｌ
乗
員
に
よ
る
儀
礼
と
い
う
視
点
か
ら
Ｉ
真
喜
志
璃
子
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む
す
び
つ
く
性
格
を
も
つ
儀
礼
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ヒ
キ
役
と
は
船
の
漕
手
（
乗
員
）
と
も
な
る
官
人
で
あ
る
。
航
海
儀
礼
に
つ
い
て
の
近
世
の
史
料
は
比
較
的
多
く
残
り
、
優
れ
た
論
文
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
儀
礼
に
関
す
る
直
接
の
史
料
は
無
い
に
等
し
い
。
従
っ
て
、
小
稿
は
先
行
論
文
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
オ
モ
ロ
そ
の
他
の
歌
謡
と
近
世
史
料
と
の
関
係
を
検
討
し
推
測
す
る
方
法
を
取
る
。
オ
モ
ロ
は
時
に
、
中
世
の
碑
文
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
第
一
次
史
料
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
特
に
ヒ
キ
役
と
結
び
つ
く
歌
謡
と
し
て
筆
者
は
注
目
し
て
い
る
。
王
国
に
は
唐
旅
・
大
和
旅
、
そ
し
て
国
内
関
連
の
航
海
儀
礼
が
あ
っ
た
。
結
論
的
な
こ
と
を
前
も
っ
て
言
え
ば
、
航
海
や
船
作
り
の
儀
礼
と
歌
謡
に
も
、
他
の
主
要
な
王
府
儀
礼
と
同
様
に
、
そ
れ
を
主
宰
す
る
里
主
階
層
出
自
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
基
礎
的
役
割
を
果
す
ヒ
キ
と
ヒ
キ
系
官
員
と
い
う
、
二
系
の
要
素
が
あ
り
、
歌
謡
と
の
対
応
も
み
ら
れ
る
。
常
識
的
な
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
農
耕
儀
礼
に
結
び
つ
く
、
上
納
や
献
上
の
た
め
の
船
や
航
海
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
世
の
島
々
の
交
通
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
棚
付
き
の
小
船
タ
ナ
キ
ョ
ラ
・
イ
タ
キ
ョ
ラ
が
、
儀
礼
の
な
か
で
も
興
味
あ
る
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
府
儀
礼
考
察
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
儀
礼
全
般
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
火
神
と
オ
ャ
ノ
ロ
の
問
題
に
も
ふ
れ
た
い
。
王
府
の
航
海
儀
礼
を
含
む
主
な
儀
礼
、
稲
穂
・
大
祭
、
雨
乞
い
・
ミ
シ
キ
ョ
マ
な
ど
の
農
耕
儀
礼
や
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
の
な
か
で
、
火
神
信
仰
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
特
に
、
渡
唐
船
な
ど
の
大
型
船
や
イ
タ
キ
ョ
ラ
の
漕
手
で
も
あ
っ
た
、
官
員
（
ヒ
キ
と
ヒ
キ
系
官
員
）
の
火
神
信
仰
と
の
結
び
つ
き
は
、
他
の
、
つ
ま
り
大
ア
ム
シ
ラ
レ
た
ち
の
系
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統
の
儀
礼
参
加
者
と
共
通
の
信
仰
を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。
乗
員
の
儀
礼
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
王
府
儀
礼
の
も
つ
深
い
意
味
に
近
付
く
こ
と
が
で
き
、
又
そ
れ
は
オ
モ
ロ
と
い
う
歌
謡
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
航
海
儀
礼
と
の
比
較
の
た
め
に
、
王
府
儀
礼
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
私
見
の
要
点
を
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
＊
本
格
的
な
王
府
儀
礼
と
し
て
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
（
雨
乞
・
五
穀
の
豊
作
祈
願
）
や
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
が
行
わ
れ
た
の
は
尚
清
王
代
一
六
世
紀
半
ば
以
降
で
あ
ろ
う
こ
と
。
＊
そ
れ
ら
は
、
畿
内
三
間
切
の
一
つ
南
風
原
間
切
の
地
頭
（
里
主
）
と
大
ア
ム
シ
ラ
レ
た
ち
、
特
に
、
南
部
の
地
頭
階
層
出
自
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
主
宰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
。
＊
王
府
の
西
殿
で
行
う
稲
穂
・
大
祭
も
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
儀
礼
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
首
里
城
下
庫
理
で
、
ヒ
キ
の
官
員
と
王
の
み
で
行
う
儀
礼
が
含
ま
れ
て
お
り
、
オ
モ
ロ
は
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
こ
と
。
＊
壬
府
儀
礼
と
く
に
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
は
、
全
島
的
に
行
わ
れ
る
、
外
来
神
と
の
融
合
を
と
く
キ
ン
マ
モ
ノササ
ゲ
儀
礼
と
ふ
か
く
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
農
耕
儀
礼
と
関
わ
り
を
も
ち
、
上
納
や
棒
献
上
的
な
儀
礼
な
ど
の
、
王
府
の
経
済
に
係
わ
る
儀
礼
で
あ
り
、
こ
れ
に
実
質
的
に
か
か
わ
る
の
は
、
ヒ
キ
官
航
海
儀
礼
に
関
す
る
従
来
説
と
王
府
儀
礼
の
二
系
性
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員
と
王
と
推
定
さ
れ
る
。
従
来
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
に
直
接
に
係
わ
る
と
さ
れ
た
王
族
女
性
の
本
来
の
職
事
は
、
仏
事
と
し
て
の
年
忌
で
あ
り
、
こ
の
儀
礼
と
の
関
わ
り
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
彼
女
ら
が
力
を
得
た
の
は
尚
清
王
代
の
大
美
御
殿
の
創
立
と
関
係
が
あ
る
こ
と
。
＊
一
六
世
紀
半
ば
の
冊
封
使
陳
侃
や
、
一
七
世
紀
初
頭
の
僧
袋
中
の
見
聞
記
録
の
か
た
る
王
族
と
し
て
の
聞
得
大
君
按
司
は
、
善
悪
を
裁
く
神
と
い
う
性
格
を
も
も
つ
中
世
の
弁
才
天
と
の
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
の
儀
礼
に
加
わ
る
聞
得
大
君
の
役
割
に
も
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
＊
ヒ
キ
、
ヒ
キ
系
官
員
は
、
主
要
な
王
府
儀
礼
、
農
耕
儀
礼
の
な
か
で
、
主
宰
者
、
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
に
従
う
立
場
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
礎
部
分
の
〈
物
参
り
〉
を
行
う
官
員
で
あ
り
、
初
期
の
御
唄
役
と
し
て
オ
モ
ロ
歌
唱
を
専
門
に
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
＊
大
ア
ム
シ
ラ
レ
ほ
か
と
、
ヒ
キ
と
ヒ
キ
系
官
人
の
儀
礼
を
、
便
宜
上
、
儀
礼
の
二
系
と
し
て
捉
え
た
。
王
府
歌
謡
と
し
て
の
オ
タ
カ
ペ
と
王
府
オ
モ
ロ
の
多
く
は
、
こ
の
王
府
儀
礼
の
二
系
性
に
対
応
し
て
い
ろ
と
考
え
ら
れ
、
オ
タ
カ
ベ
は
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
体
の
儀
礼
歌
謡
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
＊
ヒ
キ
は
、
尚
真
王
時
代
に
成
立
し
た
原
初
的
な
官
員
組
織
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
は
、
土
工
や
船
の
乗
員
、
有
事
に
は
兵
士
に
も
な
り
、
又
、
神
職
的
な
職
能
を
も
つ
者
で
も
あ
り
、
久
米
島
出
自
の
俘
虜
的
な
者
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
ヒ
キ
は
船
名
（
セ
イ
ャ
リ
ト
ミ
）
に
よ
っ
て
九
ヒ
キ
に
分
け
ら
れ
、
ヒ
キ
毎
に
勢
頭
と
い
う
頭
が
い
た
こ
と
。
そ
の
構
成
員
の
職
名
か
ら
み
て
本
来
は
、
船
乗
の
職
制
に
発
す
る
と
い
わ
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二
）
船
の
歴
史
と
琉
球
の
船
は
や
く
に
柳
田
国
男
氏
は
、
海
上
交
通
の
問
題
、
交
通
を
船
に
依
存
し
て
い
た
社
会
に
お
け
る
造
船
や
航
海
の
も
つ
重要性を指摘され、わが国の古代人がどのような舟を用いたかなど、船の歴史の研究は重要なテーマ
であること、また、その原初のかたちは割舟であり、琉球の島々は、これをクリブーーあるいはスブネ、
（１） 
サバニなどともよび、その作り方の痕跡をよく残していると一一一一口われた。また、北見俊夫氏も、海の生
活文化、海上交通の問題は歴史を貫流する重要課題であり、とくに、それは「その担い手である船乗
（９』）
りを主役として組み立てられなくてはならない」と一一一一口われた。
小稿で考察したいのは、主に造船・航海儀礼と、その航行その他の実際の担い手としての、船を操
る人、乗員たちとの関連である。船が主な交通機関であった社会では、その大小や機能がその通交範
囲
を
ほ
ぼ
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
縄
文
時
代
の
割
船
は
、
推
進
の
た
め
に
權
を
つ
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
物
か
ら
み
て
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
帆
の
使
用
は
ず
っ
と
遅
れ
る
と
い
う
。
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
れ
て
い
る
こ
と
。
＊
オ
モ
ロ
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
・
セ
タ
カ
コ
（
聞
得
大
君
の
対
語
）
な
ど
は
か
れ
ら
久
米
出
自
の
ヒ
キ
役
と
血
縁
的
関
係
を
む
す
ぶ
お
嶽
の
神
（
入
神
）
の
名
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
オ
モ
ロ
の
聞
得
大
君
は
そ
の
総
称
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
こ
と
。
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銅
器
・
鉄
器
の
使
用
が
は
じ
ま
り
そ
の
た
め
に
造
船
技
術
が
進
み
、
二
本
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
を
つ
な
い
だ
複
材
割
船
が
可
能
に
な
り
、
や
が
て
本
体
の
剤
船
に
波
よ
け
の
棚
（
舷
・
ふ
な
ば
た
。
細
い
板
を
張
っ
た
船
縁
・
舷
側
）
を
つ
け
て
、
耐
航
性
を
増
し
、
い
わ
ゆ
る
組
立
構
造
船
ら
し
き
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
の
造
船
技
術
が
琉
球
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
ヤ
マ
ト
古
代
の
船
の
歴
史
の
あ
ら
ま
し
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
。
ヤ
マ
ト
の
原
初
的
な
割
舟
は
、
縄
文
時
代
の
出
土
品
や
弥
生
式
土
器
に
描
か
れ
た
船
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
一
○
ｍ
に
満
た
な
い
小
型
割
舟
で
あ
り
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
や
や
大
型
の
複
材
割
舟
も
出
現
し
た
。
当
時
す
で
に
、
中
国
と
く
に
朝
鮮
と
の
往
来
が
相
当
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
特
に
朝
鮮
の
影
響
を
う
け
て
、
船
の
大
型
化
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
新
羅
船
・
百
済
船
と
よ
ば
れ
た
。
朝
鮮
の
船
は
す
で
に
こ
の
頃
、
構
造
船
と
な
っ
て
い
た
中
国
船
の
亜
流
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
割
舟
を
母
体
と
し
た
日
本
伝
統
の
船
と
は
構
造
を
異
に
し
て
い
た
。
古
代
ヤ
マ
ト
の
遣
唐
使
船
は
百
人
以
上
乗
る
大
型
帆
船
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
棚
付
き
船
な
ど
小
型
船
も
廃
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
小
回
り
の
き
く
船
と
し
て
近
年
に
な
っ
て
も
漁
船
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
棚
付
き
の
船
に
つ
い
て
、
例
え
ば
万
葉
集
（
三
九
五
六
番
）
は
、
フ
ナ
ダ
ナ
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
「
奈
呉
の
海
人
の
釣
す
る
船
は
△
「
こ
そ
ば
、
船
棚
打
ち
て
、
あ
へ
て
漕
ぎ
出
め
」
（
奈
呉
の海の海人の釣り船は、今こそ船棚を打って、力を合わせて漕ぎ出ることであろう）。これは富山の海人の船
（３） 
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
が
ほ
か
に
数
首
類
似
歌
も
あ
り
、
船
棚
は
取
り
外
し
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ヤ
マ
ト
か
ら
の
地
理
的
隔
た
り
の
た
め
に
、
｜
面
で
政
治
的
・
文
化
的
に
取
り
残
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
沖
縄
の
島
々
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昼
十
四
世
紀
の
察
度
王
以
後
、
中
国
側
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
同
国
と
冊
封
関
係
を
む
す
び
、
朝
貢
船
を
支
給
さ
れ
た
。
朝
貢
貿
易
品
調
達
の
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
と
も
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尚
巴
志
の
時
代
ま
で
は
明
船
播
与
の
時
代
、
以
後
尚
清
王
前
半
頃
ま
で
は
福
建
で
自
費
に
よ
る
修
造
、
そ
の
後
は
琉
球
造
船
時
代
、
と
い
わ
れ
た
。
琉
球
の
幕
府
遣
使
は
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
後
半
ま
で
（
応
永
～
寛
正
・
文
正
の
頃
ま
で
。
一
三
九
四
～
一
四
六
六
）
相
当
盛
（４） 
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
〈
琉
球
船
〉
や
、
ま
た
、
た
と
え
ば
、
’
五
世
紀
半
ば
の
、
説
話
的
に
伝
え
ら
れ
る
が
史
実
に
近
い
と
思
わ
れ
る
、
尚
泰
久
（
又
は
尚
徳
王
）
の
喜
界
島
征
伐
か
ら
凱
旋
し
た
国
王
の
乗
船
し
た
と
い
う
、
八
幡
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
遠
征
に
用
い
ら
れ
た
軍
船
と
は
、
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
考
察
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
時
代
の
状
況
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も
ヤ
マ
ト
系
の
船
あ
る
い
は
そ
の
技
術
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
島
は
七
・
八
世
紀
に
す
で
に
、
古
代
ヤ
マ
ト
王
権
に
対
し
て
、
方
物
を
携
行
し
、
朝
廷
の
服
属
儀
礼
で
相
応
の
役
（Ｐ、）
割
を
は
た
す
、
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
そ
の
後
も
ヤ
マ
ト
朝
廷
は
、
継
佳
証
し
て
南
島
政
策
を
行
っ
た
と
い
う
。
一
五
世
紀
半
ば
の
芥
隠
の
沖
縄
で
の
諸
寺
の
建
立
や
、
そ
の
後
に
果
た
し
た
外
交
官
的
役
割
な
ど
を
み
る
と
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
両
国
の
交
流
に
は
当
然
ヤ
マ
ト
の
船
、
そ
の
造
船
技
術
の
影
響
を
推
測
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ろ
。
（
ヤ
マ
ト
で
は
）
寺
社
や
禅
院
の
た
め
に
、
多
く
の
貿
易
船
が
仕
立
て
ら
れ
、
あ
る
史
料
は
、
琉
球
の
「
入
貢
」
が
六
回
（６） 
あ
り
、
琉
球
船
の
な
か
に
は
、
波
上
船
な
る
も
の
が
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
と
い
う
。
’
五
世
紀
の
琉
球
の
多
く
の
寺
の
寺
鐘
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ
ト
の
、
筑
前
芦
屋
、
豊
前
小
倉
、
周
防
防
府
の
鋳
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（ロー）
物
師
の
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
下
で
、
奉
行
と
し
て
働
く
琉
球
国
人
の
名
も
一
記
さ
れ
て
「李朝実録」一四三一一一年の琉球船匠の記述のなかには、対馬商船便乗の琉球船工一一人が、琉球船の
（８） 
模
型
を
造
り
献
上
し
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
琉
球
固
有
の
造
船
術
が
、
福
建
人
の
移
住
に
よ
る
中
国
式
造
船
の
影
響
に
よ
り
画
期
的
進
歩
を
み
た
も
の
、
と
い
う
よ
り
は
、
琉
球
の
造
船
術
に
与
え
た
ヤ
マ
ト
の
技
術
の
影
響
を
か
ん
が
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
二
）
近
世
の
航
海
儀
礼
の
史
料
王
府
で
行
う
渡
唐
衆
の
儀
礼
へ
の
乗
員
の
参
加
の
こ
と
や
、
那
覇
で
行
う
儀
礼
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
先
行
論
（９） 
文
が
と
り
あ
げ
て
い
る
。
高
梨
一
美
氏
は
、
進
貢
船
の
出
航
に
際
し
て
行
わ
れ
た
、
大
ア
ム
シ
ー
フ
レ
主
宰
の
、
聞
得
大
君
御
殿
や
三
平
等
の
御
殿
を
巡
拝
し
て
航
海
の
無
事
を
願
う
大
が
か
り
な
儀
礼
に
つ
い
て
注
目
し
、
そ
こ
に
乗
船
者
も
（、）
参
加
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
又
、
唐
船
の
場
△
ロ
、
「
船
を
操
り
実
務
に
携
わ
る
人
々
は
港
町
那
覇
で
重
ね
て
祈
願
し
た
。
正
副
使
を
は
じ
め
高
位
の
官
人
達
は
首
里
の
上
級
士
族
で
あ
っ
た
が
、
外
交
・
貿
易
の
実
務
担
当
者
や
船
頭
以
下
の
操
船
者
は
主
に
那
覇
の
士
族
や
庶
民
で
あ
り
、
水
夫
に
は
久
高
島
な
ど
の
地
方
出
身
者
も
い
た
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
。
同
氏
も
取
り
上
げ
た
『
女
官
御
双
紙
」
の
史
料
に
乗
員
参
加
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
航
海
儀
礼
史
料
の
個
々
に
立
ち
入
っ
て
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。
いる。
258 
Hosei University Repository
と
あ
る
。
那
覇
の
儀
礼
の
記
録
は
、
儀
保
大
ア
ム
シ
ラ
レ
・
祖
辺
大
ア
ム
・
泉
崎
大
ア
ム
の
項
に
あ
る
。
儀
保
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
項
は
、
出
船
の
時
の
、
観
音
堂
へ
の
三
平
等
の
人
数
の
参
詣
な
ど
を
記
録
す
る
。
祖
辺
大
ア
ム
の
項
で
は
、
上
記
二
史
料
の
う
ち
①
の
傍
線
部
分
は
、
唐
船
の
出
航
前
に
、
船
頭
・
総
官
・
作
事
に
よ
る
火
神
御
拝
を
述
べ
た
も
の
。
②
は
、
唐
船
の
出
航
一
一
百
前
の
、
船
頭
・
総
官
・
綱
官
・
作
事
の
火
神
御
拝
を
い
う
。
総
官
・
綱
官
・
作
事
の
役
＊泉崎大アムの項では、
｜
、
唐
船
出
船
の
刻
、
三
重
城
御
た
か
へ
仕
候
。
御
願
物
は
、
唐
役
者
よ
り
御
花
、
御
五
水
被
上
候
。
其
時
、
祖
辺
、
泉
崎
、
那
覇
の
大
ア
ム
三
人
に
て
、
御
拝
仕
候
事
。
￣ 
、まかり、｜艘に五枚宛居られ、御たかへすれば、船頭、綱官、作事御拝するなり（②）。
一、唐船出る時、わうの大ひや城御いへの前、御たかへすれは、御願物は、・・・、其時主従六人出
勤
ろ
な
り
。
｜、唐船出んとする時、三日前、泉崎のろ殿内火神の御前へ、御公儀より、御花、
（①）。 ［
ロ
ー
ヨ
ー
『
尺
Ⅱ
【
ヨ
ｚ
自
事
、
戟
衣
〆Ⅵソ’マノグＰ．「『五ハヨー【リレーⅢ川〃夕ｒ別ＮⅢＩ吸閂阿川Ｆ二ｐＨ巴吸円Ⅱ皿御
五
水
、
今
焼
師奴ｕｕ唇
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割
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
総
官
に
つ
い
て
『
琉
球
国
由
来
記
」
（
以
下
「
由
来
記
』
）
は
、
①
「
唐
往
来
之
時
、
菩
薩
焼
香
役
也
。
有
筑
登
之
座
敷
、
且
無
位
ノ
人
モ
ア
ル
ナ
リ
」
（
巻
二
、
五
七
）
、
『
琉
球
国
旧
記
」
は
「
自
往
昔
王
遣
使
中
国
時
必
奉
安
天
后
菩
薩
於
船
内
以
便
往
還
即
設
立
此
職
令
他
朝
夕
焚
香
此
或
有
叙
筑
登
之
位
者
…
」
（
巻
之
二
、
五
○
）
と
記
し
て
い
る
。
総
官
と
は
船
中
で
の
御
拝
役
で
あ
り
、
（、）
こ
れ
を
勤
め
る
「
筑
登
之
座
敷
」
は
、
王
府
に
二
頭
め
る
下
位
の
官
人
と
推
定
さ
れ
る
。
「
綱
官
」
と
は
、
真
栄
平
氏
の
引
用
さ
れ
た
「
由
来
記
』
巻
一
、
王
城
公
事
の
、
次
の
記
述
に
み
え
る
綱
作
の
官
人
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
②
十
月
（
七
五
）
「
渡
唐
衆
御
茶
飯
」
（
王
舅
渡
唐
之
時
、
於
御
内
原
、
有
御
茶
飯
。
干
今
無
之
。
詳
王
府
御
双
紙
見
ク
リ
）
於
玉
庭
、
綱
作
之
儀
、
言
上
相
済
、
渡
唐
衆
被
差
出
、
下
知
ニ
テ
、
船
子
綱
作
中
、
御
唄
親
雲
上
・
勢
頭
部
、
各
謡
御
唄
也
。
綱
作
調
、
真
正
面
浮
道
二
飾
置
也
。
渡
唐
人
員
、
於
御
番
所
、
三
司
官
一
員
、
御
鎖
之
側
・
那
覇
里
主
・
御
物
城
之
中
一
員
、
長
史
一
人
、
相
伴
一
一
テ
、
賜
御
料
理
・
神
酒
。
有
位
之
佐
事
・
五
主
ハ
、
御
番
所下座一一テ、鎖之大屋子・那覇筆者一人、相伴也。無位之佐事・五主・船子ハ、君ポコリーーテ、
御
料
理
賜
之
。
…
聖
主
、
真
正
面
御
輻
掎
出
御
、
御
使
者
大
夫
・
那
覇
役
、
於
玉
庭
、
旅
唄
一
一
テ
、
旗
振
相
首
里
城
正
殿
前
の
広
場
（
玉
庭
）
で
船
子
衆
が
船
綱
を
作
る
あ
い
だ
、
親
雲
上
・
勢
頭
部
が
そ
れ
ぞ
れ
「
御
唄
」
（
オ
済
、
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モ
ロ
）
を
う
た
い
、
出
来
上
が
っ
た
綱
を
正
殿
正
面
の
「
浮
道
」
（
神
聖
な
道
）
に
飾
り
お
く
。
渡
唐
役
人
衆
は
、
三
司
官
・
長
史
と
と
も
に
、
御
番
所
で
料
理
や
酒
を
、
下
位
の
役
人
衆
も
キ
ミ
ホ
コ
リ
で
接
待
を
う
け
る
、
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
続
き
と
し
て
「
旅
歌
に
て
、
綱
を
先
に
拘
さ
せ
、
被
罷
下
也
」
と
あ
る
か
ら
、
綱
を
抱
え
込
み
旅
歌
と
と
も
に
退
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
作
事
」
と
は
ど
う
い
う
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
巻
二
、
官
爵
列
品
、
勢
頭
役
の
項
は
、
ヒ
キ
役
九
ヒ
キ
の
、
人
員
構
成
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
相
応
富
（
フ
サ
イ
ト
ミ
）
の
構
成
員
に
「
作
事
二
員
」
と
あ
る
。
そ
の
用
例
か
ら
み
て
、
例
え
ば
、
作
事
は
石
奉
行
・
木
奉
行
・
畳
奉
行
の
下
役
で
あ
り
、
下
級
の
工
人
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
ら
は
、
渡
唐
役
人
衆
と
し
て
、
那
覇
の
儀
礼
に
も
参
加
し
、
火
神
を
拝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
府
で
は
、
船
子
た
ち
の
綱
作
り
の
儀
が
行
わ
れ
、
オ
モ
ロ
を
う
た
い
、
位
に
応
じ
た
供
応
が
あ
り
、
那
覇
で
は
唐
船
派
遣
の
儀
礼
や
船
上
で
の
菩
薩
御
拝
を
行
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
ヒ
キ
。
及
び
ヒ
キ
系
官
員
の
参
加
の
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
十
八
世
紀
の
史
料
に
記
録
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
儀
礼
は
い
つ
の
時
代
ま
で
遡
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
正
面
か
ら
、
直
接
に
語
る
史
料
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
オ
モ
ロ
を
は
じ
め
ク
エ
ー
ナ
な
ど
の
歌
謡
の
検
討
、
そ
れ
ら
の
王
府
儀
礼
と
の
係
わ
り
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
外
こ
こ
に
、
つ
ぎ
の
史
料
も
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
＊船造りの記事（『由来記」巻四、四五）。久米村人による貢船儀礼（同巻九、二○）
＊薩州上下貢船のために臨海寺で行う神楽（同、巻十一、’四）。
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こ
れ
ら
は
、
唐
船
、
薩
摩
行
の
船
は
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
を
別
の
場
で
行
う
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
府
で
は
双
方
が
共
に
行
う
造
船
・
航
海
儀
礼
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
王
府
儀
礼
と
の
係
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
こ
で
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
旅
ク
エ
ー
ナ
・
ヤ
ラ
シ
ク
エ
ー
ナ
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
主
に
、
タ
ナ
キ
ョ
ラ
と
よ
ぶ
小
舟
・
竜
骨
付
き
の
中
国
風
の
船
・
大
型
の
ヒ
キ
名
の
渡
唐
船
（
例
え
ば
セ
イ
ャ
リ
ト
ミ
）
に
関
す
る
歌
謡
に
つ
い
て
か
ん
が
え
た
い
。
従
来
の
解
釈
は
、
と
く
に
こ
れ
ら
の
航
海
と
、
『
女
官
御
双
紙
』
所
載
の
王
族
女
性
た
ち
の
「
神
女
」
、
地
方
の
ノ
ロ
の
儀
礼
と
し
て
の
係
わ
り
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
オ
モ
ロ
の
う
た
う
の
は
、
実
際
に
操
船
し
、
オ
モ
ロ
を
歌
い
、
航
海
儀
礼
に
係
わ
り
、
ヒ
キ
を
構
成
す
る
人
々
と
そ
の
人
神
信
仰
的
な
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
筆
者
の
理
解
と
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
歌
謡
に
み
え
る
オ
ャ
ノ
ロ
や
火
神
に
つ
い
て
筆
者
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
説
明
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
小
稿
で
は
そ
れ
を
含
め
て
考
え
て
い
く
。
（
｜
）
旅
ク
エ
ー
ナ
と
ヤ
ラ
シ
ク
エ
ー
ナ
『
南
島
歌
謡
大
成
』
（
沖
縄
編
、
上
）
は
多
く
の
旅
ク
エ
ー
ナ
や
ヤ
ラ
シ
ク
エ
ー
ナ
を
収
録
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
首
二
そ
の
信
仰
と
歌
謡
Ｉ
航
海
儀
礼
と
歌
謡
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里城の大庫理や那覇の沖縄仮屋における、ヤマト旅・唐旅の安全祈願である。クウェーナのなかには、
航
海
儀
礼
と
三
平
等
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
関
係
を
示
す
歌
詞
も
あ
り
、
多
く
の
歌
謡
の
内
容
に
類
似
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
ク
ウ
ェ
ー
ナ
九
○
「
旅
ぐ
わ
い
に
や
」
は
最
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
和
旅
に
関
す
る
も
の
で
、
那
覇
の
「沖縄御仮屋」を十尋御殿と言い換えながら、次のように、その祈願を記録しているからである。
「沖縄の十尋御殿に、御掛け栄えの、大君前の火鉢御シヂ、君御シヂ、三平等の御シヂ御神、嶽嶽
の
御
シ
ヂ
、
い
づ
く
御
船
守
る
神
組
手
合
わ
せ
て
真
北
風
を
見
守
っ
て
下
さ
い
」
二
七
五
行
）
こ
の
歌
謡
は
お
そ
ら
く
那
覇
の
仮
屋
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
旅
ク
ウ
ェ
ー
ナ
は
、
首
里
の
果
報
者
（
旅
（辺）
人
）
の
大
庫
理
へ
の
参
集
、
火
神
御
拝
、
正
殿
に
お
い
て
の
王
御
拝
、
沖
縄
仮
屋
に
お
い
て
の
、
大
君
の
シ
ジ
、
君
シ
ジ
、
三
平
等
の
シ
ジ
、
嶽
の
シ
ジ
ヘ
の
御
拝
な
ど
を
う
た
う
。
と
く
に
、
首
里
城
正
殿
二
階
の
、
女
官
た
ち
の
詰
め
る
大
庫
理
が
儀
礼
に
関
与
し
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
の
は
オ
モ
ロ
と
区
別
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
ク
エ
ー
ナ
五
○
「
や
ら
し
」
の
原
注
は
、
ヤ
ラ
シ
は
「
旅
行
の
祝
い
に
女
ど
も
の
音
頭
取
に
つ
れ
て
唱
う
も
の
」
、
と
い
う
。
こ
れ
以
外
の
ヤラシクエーナも同工異曲であり、唐土旅・大和旅の無事祈願を大庫理で行うことがうたわれている。
例えば三四のうたうのは、大親雲上の唐旅あるいはヤマトヘの旅立ちから帰還までの安全祈願であり、
大
庫
理
に
ス
ダ
シ
親
な
ど
が
集
ま
り
、
下
板
敷
の
火
神
を
拝
し
、
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
・
正
殿
で
御
拝
す
る
こ
と
、
沖
縄
の
仮
屋
で
の
、
大
君
・
サ
ス
カ
サ
・
イ
ベ
の
森
・
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
の
御
神
と
の
踊
り
な
ど
、
大
庫
理
や
仮
屋
を
中
心
に
し
た
儀
礼
で
あ
り
、
オ
モ
ロ
と
は
別
の
基
盤
に
立
つ
歌
謡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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（｜｜）オモロのうたう船と儀礼
オ
モ
ロ
が
う
た
う
の
は
、
主
に
イ
タ
キ
ョ
ラ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
と
よ
ば
れ
る
小
舟
や
ヒ
キ
名
の
船
、
す
な
わ
ち
セ
ジ
ア
ラ
ト
ミ
・
オ
シ
ア
ケ
ト
ミ
な
ど
の
外
洋
向
の
大
型
船
で
あ
る
。
小
舟
サ
バ
一
一
、
あ
る
い
は
渡
唐
の
大
型
船
も
、
実
際
の
操
船
は
、
船
子
や
水
主
の
役
割
で
あ
る
か
ら
、
航
海
と
か
れ
ら
、
そ
れ
を
う
た
う
オ
モ
ロ
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
ヒ
キ
、
航
海
儀
礼
と
彼
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
乗
員
」
の
儀
礼
と
し
て
、
当
然
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
多
く
の
官
船
の
水
主
の
出
身
地
が
、
久
高
島
や
慶
良
間
列
島
（
渡
嘉
敷
６
座
間
味
、
両
間
切
か
ら
な
る
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
両
地
域
の
島
民
は
、
公
的
な
海
上
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
で
、
夫
役
銭
（
日
（週）
用
銭
）
免
除
の
取
扱
を
う
け
た
と
い
う
。
そ
の
一
息
味
で
、
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
中
世
に
誕
生
し
た
小
島
蝋
国
家
に
と
っ
て
、
そ
の
後
一
六
世
紀
の
、
八
重
山
・
宮
古
や
大
島
を
ふ
く
む
全
島
統
一
や
そ
の
後
の
支
配
の
た
め
に
、
ヒ
キ
と
い
う
官
船
制
度
を
も
つ
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
王
国
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
は
、
「
由
来
記
」
の
記
録
す
る
一
四
ヒ
キ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
の
船
名
を
挙
げ
て
う
た
っ
て
い
る
。
ヒ
キ
名
の
船
に
関
す
る
オ
モ
ロ
は
、
初
期
の
航
海
儀
礼
と
オ
モ
ロ
の
関
係
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
碑
文
な
ど
と
の
照
合
に
よ
り
、
王
府
が
ど
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
か
ん
が
え
る
。
結
論
的
な
こ
と
を
先
に
い
え
ば
ヒ
キ
名
の
船
を
う
た
う
オ
モ
ロ
も
、
ヒ
キ
の
人
々
あ
る
い
は
、
そ
の
周
辺
に
い
る
人
々
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
の
視
点
で
う
た
わ
れ
た
オ
264 
Hosei University Repository
モ
ロ
で
あ
り
、
具
体
的
に
儀
礼
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
通
説
の
言
う
、
王
族
女
性
や
聞
得
大
君
を
中
心
に
し
た
儀
礼
と
は
、
本
来
異
な
る
基
盤
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
航
海
・
船
作
歌
謡
の
場
、
そ
の
主
要
な
場
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
儀
礼
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ヒ
キ
名
の
船
の
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
は
以
前
、
例
と
し
て
三
八
（
通
巻
番
号
ｌ
以
下
同
様
）
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
三
八
は
巻
一
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
一
六
世
紀
前
半
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
は
「
聞
得
大
君
ぎ
や
／
…
み
し
ま
い
の
ら
れ
／
又
首
里
森
ち
よ
わ
る
／
又
な
さ
い
き
よ
も
い
按
司
お
そ
い
…
／
又
大
君
よ
…
手
摩
て
／
又
み
御
船
名
よ
乞
よ
わ
ち
へ
／
…
／
又
せ
ぢ
あ
ら
と
み
割
り
う
け
て
／
…
／
又
嶽
々
よ
祈
て
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
君
（
前
述
の
よ
う
に
ヒ
キ
役
と
血
縁
的
関
係
を
結
ぶ
神
々
の
総
称
と
理
解
す
る
ｌ
筆
者
）
に
船
の
名
付
け
を
頼
む
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
付
け
と
い
う
行
為
は
、
常
識
的
に
言
っ
て
、
官
船
組
織
の
成
立
の
ご
く
初
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
し
て
推
測
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
又
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
は
、
乗
員
と
も
な
る
ヒ
キ
役
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
者
の
立
場
で
う
た
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
一
番
自
然
な
理
解
で
あ
る
と
か
ん
が
え
て
い
る
（
拙
稿
四
の
ロ
の
②
）
。
次
に
先
に
引
い
た
、
「
由
来
記
」
巻
二
と
巻
一
、
十
月
（
七
五
）
、
壬
舅
渡
唐
の
時
の
記
述
と
オ
モ
ロ
の
対
応
を
示
し
て
み
る
。
①
総
官
は
前
述
の
よ
う
に
唐
往
還
の
船
中
で
の
菩
薩
焼
香
役
で
あ
る
。
オ
モ
ロ
七
六
四
は
お
そ
ら
く
こ
の
菩
薩
信
仰
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ヒ
キ
の
勢
頭
（
船
頭
）
で
あ
る
赤
金
は
大
君
に
良
風
を
祈
っ
て
、
菩
薩
を
た
か
く
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て航行するとうたうもの（宛漢字濁音符などは主に岩波文庫本による）。
一
赤
金
が
船
遣
れ
げ
ら
へ
金
富
大
君
に
真
南
風
乞
う
て
走
り
や
に
又
げ
ら
へ
金
富
赤
金
子
船
頭
し
や
り
又
唐
渡
出
で
て
走
り
居
れ
ば
唐
の
菩
薩
た
か
く
て
②
綱
官
の
記
述
は
以
下
の
オ
モ
ロ
と
つ
な
が
り
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
「
お
も
る
ね
あ
が
り
や
・
・
・
／
精
の
綱
う
る
わ
し
／
乞
や
り
打
ち
や
く
ら
…
」
（
四
○
二
）
あ
る
い
は
「
お
も
る
ね
あ
が
り
や
百
歳
ぎ
や
め
ち
よ
わ
れ
ば
／
島
手
綱
国
御
杖
み
お
や
せ
…
」
（
四
○
三
）
。
お
も
る
ね
あ
が
り
は
、
後
述
の
よ
う
に
ヒ
キ
の
勢
頭
に
当
た
る
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
の
歌
う
の
は
、
綱
作
り
の
先
頭
に
立
つ
者
に
つ
い
て
で
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
せ
ん
き
み
と
「
あ
ま
み
玉
綱
う
る
わ
し
／
糸
ぬ
き
や
り
縄
ぬ
き
や
り
」
（
六
三
二
）
と
う
た
う
の
も
、
こ
の
綱
と
係
わ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
拙
稿
Ｈ
）
。
「
お
し
や
へ
こ
が
船
遣
え
／
あ
お
り
や
へ
や
は
り
綱
や
強
こ
…
」
（
八
○
六
）
は
、
航
海
中
の
船
子
に
つ
い
て
う
た
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
は
、
船
子
や
そ
の
頭
で
あ
る
勢
頭
を
う
た
う
も
の
、
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
③
「
唐
船
の
す
ら
お
ろ
し
又
御
茶
飯
の
時
」
と
題
す
る
オ
モ
ロ
’
五
五
○
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
こ
と
は
未
詳
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
一
あ
か
ず
め
づ
ら
し
や
出
ぢ
ら
数
お
見
守
て
す
は
り
や
せ
又
君
の
め
づ
ら
し
や
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一
口
に
船
と
い
っ
て
も
、
近
世
の
王
国
に
は
中
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
数
百
人
乗
り
の
大
型
船
、
ま
た
山
原
船
や
薩
摩
行
き
の
槽
船
、
近
世
の
間
切
や
村
所
有
の
地
船
、
四
棚
船
、
サ
バ
一
一
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
が
あ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
、
セ
イ
ャ
リ
ト
ミ
な
ど
の
、
明
や
東
南
ア
ジ
ア
に
向
か
う
大
型
船
を
う
た
う
一
方
で
、
イ
タ
キ
ョ
ラ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
と
よ
ぶ
小
舟
ｌ
こ
れ
を
、
波
よ
け
に
た
め
の
棚
を
つ
け
た
、
よ
り
遠
洋
へ
の
航
行
を
可
能
に
し
た
小
舟
、
と
筆
者
は
み
る
－
、
を
う
た
う
多
く
の
オ
モ
ロ
を
収
載
す
る
。
船
に
つ
け
る
棚
は
、
ヤ
マ
ト
の
古
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
、
先
述
の
万
葉
集
で
も
う
た
わ
れ
る
船
具
に
類
似
す
る
。
船
の
縁
に
棚
を
つ
け
る
こ
と
は
、
中
世
の
限
ら
れ
た
階
層
の
人
々
の
、
活
動
範
囲
の
拡
大
と
い
う
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
船
具
は
、
久
米
島
の
史
料
に
よ
り
、
そ
の
導
入
の
時
代
的
な
背
景
の
お
お
よ
そ
が
推
定
で
き
る
。
単
な
る
板
で
は
あ
っ
て
も
、
き
わ
め
て
有
用
で
画
期
的
で
あ
っ
た
棚
板
と
し
て
の
使
用
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
者
へ
の
敬
意
や
称
賛
と
な
っ
て
、
同
島
の
御
嶽
に
祀
ら
れ
る
入
神
に
か
か
る
修
飾
語
と
し
て
口
承
さ
れ
、
又
書
き
記
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
多
く
の
歌
謡
の
常
套
句
と
し
て
ほ
ぼ
全
島
的
に
残
っ
た
の
は
、
棚
付
船
、
あ
る
い
は
棚
板
そ
の
も
の
が
、
あ
た
ら
し
く
め
ざ
ま
し
い
船
具
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
そ
れ
を
用
い
た
者
の
活
動
範
囲
が
ヒ
キ
制
度
と
も
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
重
要
性
が
記
憶
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
か
ん
が
え
る
。
「由来記』の約一一○年後に成立した、久米島「仲里間切公事帳」船当方（一一二一頁）は、四棚。一一
棚
船
が
帆
船
と
と
も
に
、
同
間
切
に
格
護
さ
れ
て
い
た
と
記
録
す
る
。
こ
れ
ら
を
「
間
切
用
船
」
と
も
記
し
て
お
り
（
二
五
五
頁
）
間
切
所
有
の
イ
タ
キ
ョ
ラ
の
船
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
の
公
事
帳
の
な
か
で
、
棚
船
の
格
護
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を
記
録
す
る
の
は
同
島
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
」
は
、
唐
へ
の
航
路
に
位
置
す
る
と
い
う
同
島
と
の
地
理
的
共
通
点
を
も
つ
た
め
に
類
似
の
項
目
が
多
い
が
棚
船
に
つ
い
て
は
記
録
し
て
い
な
い
。
棚
船
は
お
そ
ら
く
は
ヤ
マ
ト
の
技
術
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
本
島
か
ら
渡
来
し
た
久
米
島
の
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
一
族
の
全
島
支
配
の
歴
（Ｍ） 
史
と
ふ
か
く
結
び
つ
い
て
、
有
力
な
交
通
手
段
と
な
っ
た
も
の
で
←
の
ろ
う
（
拙
稿
□
）
。
久
米
島
で
は
近
年
ま
で
、
外
洋
に
出
る
と
き
に
は
棚
を
使
用
し
、
帰
港
後
は
船
か
ら
外
し
別
に
保
管
し
た
と
い
う
（
拙
稿
㈲
の
国
の
③
及
び
注
弱
）
。
こ
の
船
と
、
王
府
の
儀
礼
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
後
で
改
め
て
考
え
た
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
オ
モ
ロ
は
、
ア
カ
ノ
コ（尚真王時代のオモロ歌唱の音取りであり、勢頭ともいう。さきのオモロネアガリも同様であった）が、タ
ナ
キ
ョ
ラ
の
船
を
押
し
浮
け
る
こ
と
、
そ
の
船
に
船
子
や
手
舵
を
選
ん
で
の
せ
る
、
と
い
う
ア
カ
ノ
コ
自
身
の
行
動
を
う
た
う
も
の
と
、
と
筆
者
は
解
釈
し
て
い
る
。
一
あ
か
ん
お
え
つ
き
が
權
と
り
／
又
ね
は
ん
お
え
つ
き
ぎ
や
又
朝
と
れ
が
し
よ
れ
ば
／
又
夕
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
板
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て
／
又
棚
き
よ
『
ｂ
は
お
し
う
け
て
又
船
子
選
で
の
せ
て
／
又
手
揖
選
で
の
せ
て
（
五
四
二
）
こ
の
他
の
「
あ
か
の
こ
が
船
た
て
ば
…
」
（
四
六
四
）
、
「
あ
か
の
お
え
つ
き
や
…
又
や
ま
と
へ
の
船
頭
筑
紫
へ
の
船
頭
」
（
四
五
七
）
も
、
同
人
の
実
際
の
航
行
の
経
験
に
基
づ
い
て
う
た
う
も
の
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
Ｈ
）
。
こ
れ
ら
の
う
た
の
冒
頭
、
ア
カ
ン
オ
エ
ッ
キ
・
ア
カ
ノ
コ
の
部
分
が
、
他
の
人
物
と
入
れ
代
わ
る
オ
モ
ロ
が
多
数
あ
り
、
こ
れ
ら
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「
板
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て
／
又
棚
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て
」
は
、
久
米
島
仲
里
間
切
儀
間
村
の
大
雨
乞
の
オ
タ
カ
ベ
一
四
に
も
み
え
る
。
そ
の
大
意
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
今
日
の
時
を
直
し
て
／
平
松
の
板
清
ら
を
押
し
浮
け
て
／
五
の
神
が
／
御
袖
を
合
わ
せ
て
／
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
／
昔
か
ら
す
る
よ
う
に
／
大
雨
乞
い
を
真
似
ま
す
の
で
／
目
眉
き
よ
ら
／
き
く
の
枝
に
移
る
イ
ベ
の
真
主
が
／
御
セ
ジ
を
合
わ
せ
て
／
十
声
を
合
わ
せ
て
／
天
の
庭
の
カ
ウ
ジ
ャ
シ
ュ
・
チ
ル
ャ
ワ
カ
ッ
カ
サ
と
／
御
セ
ジ
を
合
わ
せ
て
／
井
口
を
ひ
ろ
く
開
け
て
雨
を
降
ら
せ
て
下
さ
い
／
今
日
の
夕
暮
れ
に
く
だ
さ
い
」
弓
南
島
歌
謡
大
成
』
訳
文
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
板
清
ら
を
押
し
浮
け
る
五
の
神
と
は
、
板
清
ら
に
依
り
降
り
る
神
と
し
て
「
仲
里
旧
記
」
の
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
に
、
宮
古
島
に
残
る
説
話
や
イ
タ
キ
ョ
ラ
と
キ
ミ
ハ
エ
を
う
た
う
歌
謡
か
ら
、
王
府
の
八
重
山
・
宮
古
島
征
伐
（
’
五
○
○
年
）
以
前
に
、
久
米
島
か
ら
宮
古
へ
の
征
伐
巡
行
的
な
通
交
が
開
け
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
久
米
島
の
イ
タ
キ
ョ
ラ
は
同
島
の
勢
力
の
拡
大
あ
る
い
は
影
響
力
を
つ
よ
め
るキミハ
た
め
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
一
」
の
キ
ミ
ハ
エ
は
い
わ
ゆ
る
後
の
良
く
知
ら
れ
た
大
ア
ム
君
南
（喝）
は
〈
朝
ど
れ
夕
ど
れ
歌
群
〉
と
し
て
た
び
た
び
論
じ
ら
れ
て
二
こ
た
。
こ
の
オ
モ
ロ
歌
群
の
な
か
に
は
、
王
府
に
、
初
穂
を
さ
さ
げ
る
ミ
シ
キ
ョ
マ
儀
礼
に
う
た
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
七
四
七
）
。
こ
れ
は
又
、
オ
モ
ロ
以
外
の
歌
謡
、
奄
美
大
島
・
久
高
・
本
島
北
部
の
、
主
に
海
神
祭
の
ウ
ム
イ
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
句
で
も
あ
る
。
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エ風の一」とではなく、前期のキミハエであり、久米島出自の官役と推定している（拙稿㈹の国）。国頭安
田
の
ク
エ
ー
ナ
八
四
も
、
こ
の
君
南
風
と
船
を
う
た
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
あ
は
れ
か
な
し
君
南
風
／
五
刃
斧
も
も
ち
合
っ
て
／
嶽
の
山
に
飛
び
上
が
っ
て
／
…
／
八
尋
ケ
ー
ジ
も
も
ち
あ
げ
て
／
山
の
口
に
引
き
下
ろ
し
て
／
…
／
八
棚
船
を
は
ぎ
う
け
て
／
浮
け
て
み
る
と
浮
け
美
し
い
／
那
覇
港
に
走
り
こ
ま
せ
て
／
首
里
城
（
の
勤
め
を
）
勤
め
さ
せ
て
」
Ｓ南島歌謡大成』）
君
南
風
の
、
本
島
北
部
で
の
船
造
り
と
那
覇
へ
の
航
海
を
う
た
う
こ
の
ウ
ム
イ
も
棚
船
造
り
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
大
ア
ム
君
南
風
以
前
の
、
前
期
の
キ
ミ
ハ
エ
に
つ
い
て
の
も
の
と
筆
者
は
受
け
取
り
た
い
。
こ
の
船
は
奄
美
の
村
舟
進
水
式
の
オ
モ
リ
に
も
み
え
る
。
「
沖
の
舟
大
工
が
／
天
晴
れ
舟
大
工
が
／
い
た
き
よ
ら
舟
を
造
っ
た
／
棚
清
ら
舟
を
お
し
う
け
た
／
岬
廻
ら
ば
岬
（略）
の
波
を
静
め
／
荒
波
が
う
ち
か
け
ら
ば
荒
波
を
静
め
／
懐
か
－
〕
の
港
か
ら
荒
波
を
砕
い
て
進
め
」
。
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
実
際
に
船
大
工
が
棚
き
よ
ら
船
を
造
り
そ
の
航
行
す
る
様
子
を
う
た
う
も
の
と
み
て
よ
女
性
が
十
棚
舟
を
は
ぎ
う
け
る
と
う
た
う
国
頭
間
切
辺
土
名
の
海
神
祭
（
旧
七
月
、
名
護
以
北
で
シ
ヌ
グ
と
交
代
に
行
う
駆邪儀礼という。神迎えの後、航海漁労・猪狩の模擬儀礼を行い、一一ライカナイヘ祈願するｌ『沖縄大百科事典』）
の
ウ
ム
イ
や
ク
エ
ー
ナ
も
あ
る
。
「
ア
シ
モ
ロ
ジ
イ
マ
エ
祝
女
が
山
に
の
ぼ
り
／
：
．
は
た
き
よ
ら
を
造
り
す
で
て
／
浜
に
ひ
き
だ
し
て
／
女
で
も
つ
い
で
あ
ろ
う
。
270 
Hosei University Repository
て
／
十
棚
舟
を
は
ぎ
う
け
て
／
銀
櫓
を
つ
け
て
／
舟
子
衆
を
す
ら
べ
出
し
て
／
糸
を
は
え
て
走
る
き
よ
》
ら
さ
／
大
和
渡
の
真
中
に
／
・
・
・
／
我
が
か
わ
ら
（
手
持
ち
玉
）
を
わ
が
濡
ら
し
て
／
」
（ウムイ一○九）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
航
行
と
い
う
よ
り
は
、
次
に
み
る
海
神
祭
の
ク
エ
ー
ナ
と
同
様
に
、
「
見
立
て
」
の
航
海
儀
礼
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ク
エ
ー
ナ
七
二
（
国
頭
比
地
）
も
、
海
神
祭
の
も
の
で
、
十
棚
舟
と
、
タ
マ
ガ
ー
ラ
を
求
め
て
の
大
和
旅
を
う
た
う
歌
詞
は
上
記
の
歌
に
酷
似
す
る
。
ク
エ
ー
ナ
’
’
四
・
一
四
○
も
同
様
で
あ
る
。
ク
エ
ー
ナ
七
三
の
注
は
、
海
神
祭
の
航
海
の
見
立
て
に
つ
い
て
「
猪
猟
の
後
、
勢
頭
一
一
人
が
一
一
条
の
綱
を
も
っ
て
舟
に
見
へ
さ
き
（Ｆ） 
立
て
、
舳
と
船
尾
に
立
ち
、
こ
の
船
に
女
神
人
を
す
べ
て
入
れ
る
」
、
と
説
明
す
る
（
「
沖
縄
国
頭
比
地
の
海
神
祭
」
）
。
恩
納
村
の
船
オ
モ
リ
（
ウ
ム
イ
三
一
一
）
は
、
六
月
の
稲
穂
祭
に
の
ろ
・
根
神
・
神
人
が
う
た
う
も
の
で
あ
り
、
板
を
取
っ
て
置
く
、
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
船
棚
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
島
の
ク
ニ
シ
ド
が
棚
取
り
う
ち
置
い
て
下
さ
い
／
村
の
ク
ー
ー
シ
ド
が
板
取
っ
て
打
ち
置
い
て
く
だ
さ
い
／
手
舵
を
選
ん
で
の
せ
な
さ
っ
た
か
／
：
．
／
黄
金
柱
を
た
て
／
あ
か
ら
帆
を
柔
ら
差
し
て
／
行
く
先
も
走
り
着
い
た
か
」
。
次
の
久
高
島
の
ク
エ
ー
ナ
四
八
も
、
上
記
の
ウ
ム
イ
と
類
似
し
て
い
る
。
「
朝
と
れ
が
す
る
と
夕
と
れ
が
す
る
と
十
棚
み
お
船
を
お
し
う
け
て
…
／
一
一
ラ
ヒ
渡
に
お
し
う
け
て
／
の
ろ
が
す
じ
船
頭
し
て
く
だ
さ
い
／
君
が
（
御
す
じ
）
御
つ
か
い
お
が
も
う
／
赤
木
柱
を
た
て
…
／
八
重
の
帆
を
あ
お
ら
せ
て
…
／
一
一
ラ
イ
渡
は
潮
荒
い
／
夕
と
れ
が
向
か
っ
て
．
：
／
あ
や
こ
は
ま
に
押
し
着
こ
う
／
司
雲
上
に
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押
し
上
げ
よ
う
／
黄
金
御
酌
を
頂
戴
し
よ
う
」
こ
れ
は
、
多
く
の
船
棚
や
赤
木
の
帆
柱
、
八
重
の
帆
を
も
つ
大
き
な
船
で
司
雲
上
に
捧
げ
物
を
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
司
雲
上
按
司
は
聞
得
大
君
御
新
下
の
儀
礼
に
は
大
君
の
先
頭
に
た
ち
、
四
月
稲
シ
キ
ョ
マ
、
五
月
の
祭
り
の
際
の
隔
年
の
行
幸
に
は
聞
得
大
君
と
と
も
に
随
行
す
る
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
女
官
御
双
紙
」
に
よ
れ
ば
、
（咀）
一
二
代
目
の
司
雲
上
が
、
地
位
に
あ
っ
た
の
は
一
六
六
八
年
以
降
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
お
お
よ
そ
一
六
世
紀
後
半
以
後
の
歌
謡
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
女
性
が
十
棚
船
を
は
ぎ
う
け
る
と
い
う
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
実
際
の
航
海
で
は
な
く
、
海
神
祭
の
儀
礼
歌
で
あ
り
、
儀
礼
に
関
す
る
注
に
、
勢
頭
二
人
が
綱
で
囲
っ
て
船
の
か
た
ち
を
作
り
、
そ
の
中
に
女
神
人
を
入
れ
る
「
見
立
て
」
の
儀
礼
で
あ
る
と
記
す
の
は
、
実
際
の
操
船
が
、
多
く
は
勢
頭
た
ち
の
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
あ
ろ
う
。
十
五
・
六
世
紀
の
尚
真
壬
頃
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
ヒ
キ
と
い
う
官
人
組
織
の
各
ヒ
キ
は
、
勢
頭
と
い
う
頭
と
、
そ
れ
に
従
う
下
役
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
ヒ
キ
の
名
に
は
、
実
際
に
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
航
行
し
た
船
名
が
付
い
て
い
た
。
近
年
の
、
辞
令
書
研
究
は
、
こ
の
ヒ
キ
に
属
す
る
者
が
、
渡
唐
船
の
乗
員
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
（⑬） 
か
に
し
て
い
る
。
小
舟
の
船
子
が
、
ヒ
キ
名
の
大
型
船
の
乗
員
・
水
主
に
も
な
る
一
」
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
て」（
ろう。上述
の
よ
う
に
オ
モ
ロ
五
四
二
の
、
船
頭
（
勢
頭
）
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
ノ
コ
は
、
当
時
の
、
官
人
組
織
ヒ
キ
の
勢
頭
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で
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
オ
モ
ロ
は
、
小
舟
の
実
際
の
航
行
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
常
に
行
っ
て
い
る
者
た
ち
を
う
た
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
試
み
に
よ
れ
ば
、
か
れ
ら
と
そ
こ
か
ら
分
枝
し
た
ヒ
キ
系
官
人
が
、
王
府
の
主
要
な
儀
礼
の
基
礎
的
な
部
分
を
担
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
稿
㈹
の
曰
）
。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
キ
役
を
基
盤
と
し
た
祭
祀
儀
礼
と
の
関
連
を
か
ん
が
え
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（’’一）オヤノロとタナキョラ以外の帆船とオタカベ
ク
エ
ー
ナ
六
九
・
七
○
は
、
国
頭
村
安
波
の
シ
ヌ
グ
祭
に
お
い
て
、
丸
太
二
本
を
唐
船
柱
に
見
立
て
て
行
う
祭
事
の
歌
謡
で
あ
り
、
中
国
系
の
船
を
象
徴
し
た
祭
事
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
中
国
系
の
船
を
扱
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
久
米
島
仲
里
間
切
の
、
「
船
の
か
わ
ら
居
せ
す
ら
お
ろ
し
」
（
「
仲
里
旧
記
」
所
収
、
オ
タ
ヵ
ベ
一
六
と
し
て
『
南
島
歌
謡
大
成
」
に
収
録
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
真
謝
の
親
泊
で
、
竜
骨
を
据
え
た
船
を
作
り
海
に
浮
か
べ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
ヨ
タ
マ
シ
の
大
ノ
ロ
や
オ
シ
ワ
キ
の
オ
ャ
ノ
ロ
た
ち
が
手
を
合
わ
せ
て
、
二
○
箇
所
も
の
御
嶽
の
神
名
を
あ
げ
て
祈
る
こ
と
、
完
成
の
後
に
は
、
順
風
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
南
北
の
船
の
ハ
ナ
フ
ネ
（
端
船
）
と
な
っ
て
、
那
覇
の
港
に
着
く
こ
と
、
そ
の
後
の
、
首
里
王
の
祝
福
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
伊
波
普
猷
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
オ
タ
カ
ベ
の
、
上
下
の
イ
ゾ
ク
（
船
）
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
歌
謡
が
尚
真
の
全
島
統
一
、
中
央
集
（幼）
権
後
の
同
島
で
の
船
作
り
と
祈
願
を
う
た
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
ま
ず
、
オ
ヤ
ノ
ロ
と
は
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伊
波
普
猷
273琉球王国の航海儀礼と歌謡
Hosei University Repository
氏
は
、
た
と
え
ば
「
ヨ
タ
マ
シ
の
大
の
ろ
、
ヨ
タ
マ
シ
の
大
な
さ
」
「
オ
シ
ワ
キ
の
お
や
の
ろ
」
と
よ
ば
れ
る
者
、
主
に
久
米
島
の
オ
ャ
ノ
ロ
に
関
し
て
、
こ
れ
を
祝
女
の
名
あ
る
い
は
「
神
女
の
尊
称
」
と
さ
れ
た
。
氏
の
先
駆
的
な
考
察
以
降
、
沖
縄
の
宗
教
研
究
は
主
と
し
て
巫
女
を
対
象
と
し
て
お
り
、
神
女
や
ノ
ロ
は
祭
祀
を
行
う
主
役
と
し
て
考
え
ら
（皿）
れ
て
き
た
。
神
↓
ノ
ロ
↓
キ
ミ
の
順
に
発
生
し
た
と
考
え
る
こ
の
一
二
段
階
の
説
は
種
々
の
祭
祀
儀
礼
や
歌
謡
を
考
え
る
際
の
基
礎
的
な
理
解
と
し
て
現
在
も
ひ
ろ
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
の
は
、
文
献
史
料
の
上
で
検
証
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
説
は
、
王
府
の
直
轄
地
と
し
て
の
長
い
歴
史
を
も
ち
、
又
、
『
由
来
記
』
以
前
の
史
料
「
仲
里
旧
記
」
ほ
か
を
も
っ
と
も
豊
富
に
も
つ
久
米
島
の
場
合
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
か
っ
た
か
と
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。
伊
波
・
仲
原
両
氏
以
後
、
宮
城
氏
の
考
察
に
も
こ
の
点
に
つ
い
て
の
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。
「
仲
里
旧
記
」
は
同
島
仲
里
間
切
の
口
承
的
な
歴
史
や
宗
教
儀
礼
に
関
し
て
の
最
古
の
史
料
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
、
古
代
に
お
い
て
、
女
性
が
司
祭
者
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
の
は
困
難
と
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。
た
と
え
ば
従
来
説
は
、
久
米
イ
シ
キ
ナ
ハ
御
嶽
の
神
の
久
米
の
世
の
主
御
イ
ベ
と
ア
フ
ラ
イ
・
サ
ス
カ
サ
御
イ
ベ
は
島
主
と
そ
の
姉
妹
の
神
女
が
、
神
に
（醜〉
な
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
史
料
で
推
測
可
能
な
の
は
、
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
の
同
島
渡
島
と
二
」
の
後
の
活
動
の
跡
や
、
崇
拝
対
象
と
し
て
祀
っ
た
、
血
縁
的
関
係
で
結
ば
れ
た
と
い
う
者
た
ち
の
事
柄
で
あ
り
、
ア
フ
ラ
イ
・
サ
ス
カ
サ
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
以
前
に
試
み
た
、
久
米
島
オ
モ
ロ
と
「
仲
里
城
祭
礼
オ
モ
ロ
」
（
仲
里
旧
記
」
所
収
同
島
稲
祭
の
歌
謡
）
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
い
え
る
の
は
、
こ
こ
で
歌
わ
れ
る
の
は
主
に
、
オ
モ
ロ
を
歌
う
者
や
、
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根
屋
・
大
屋
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
長
で
あ
り
、
か
れ
ら
と
血
縁
的
関
係
を
結
ぶ
「
入
神
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
に
登
場
し
て
、
’
六
世
紀
あ
る
い
は
一
七
世
紀
以
降
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
し
て
活
動
す
る
君
南
風
の
活
動
も
そ
れ
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
（
拙
稿
（
四
）
。
通
説
で
は
、
「
根
神
」
は
、
古
代
か
ら
の
自
然
発
生
的
な
地
域
の
神
女
で
あ
り
、
村
落
祭
祀
の
中
心
で
あ
っ
た
と
み
（幻）
て
い
る
が
、
久
米
島
の
史
料
の
上
で
い
え
ば
根
神
の
参
加
す
る
の
は
大
ア
ム
シ
ー
フ
レ
主
宰
の
、
比
較
的
新
し
い
儀
礼
の
系
統
と
み
ら
れ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
所
収
の
王
府
歌
謡
及
び
同
島
の
オ
モ
ロ
と
の
密
接
な
関
係
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
オ
タ
カ
ベ
一
六
の
オ
ャ
ノ
ロ
、
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
か
ん
が
え
て
い
る
（
拙
稿
四
の
注
羽
）
。
古
代
的
社
会
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
ろ
と
言
う
、
人
神
信
仰
（
人
を
神
に
祀
る
、
民
間
信
仰
的
習
俗
）
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と
、
た
と
え
ば
、
ヨ
タ
マ
シ
に
関
し
て
言
え
ば
、
真
謝
村
黒
石
御
嶽
の
神
名
「
黒
い
し
森
よ
た
ま
し
大
の
ろ
大
な
ち
や
か
な
し
」
（
「
仲
里
旧
記
」
）
、
の
記
述
が
そ
の
一
史
料
と
な
る
。
こ
の
歌
謡
の
ヨ
タ
マ
シ
の
大
ノ
ロ
・
大
ナ
サ
は
、
大
屋
・
根
屋
と
呼
ば
れ
る
、
小
集
落
の
長
と
し
て
、
大
な
さ
（
父
）
と
よ
ば
れ
る
者
で
あ
り
、
オ
モ
ロ
で
「
久
米
の
按
司
襲
い
、
よ
た
ま
し
が
お
も
ろ
」
（
六
一
四
）
と
よ
ば
れ
、
オ
モ
ロ
を
う
た
う
者
と
の
ふ
か
い
結
び
つ
き
を
も
つ
者
と
か
ん
が
え
る
。
具
志
川
間
切
兼
城
の
稲
祭
り
（
五
月
シ
チ
マ
に
根
所
の
拝
所
で
稲
穂
祭
を
行
う
）
の
久
米
島
の
ウ
ム
イ
ニ
一
一
一
一
は
、
オ
シ
ワ
キ
（
対
語
は
里
主
）
が
真
人
を
率
い
て
、
粟
麦
米
の
石
実
金
実
の
祈
願
や
雨
乞
い
な
ど
を
す
る
こ
と
を
う
た
う
。
宇
根
の
大
雨
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乞
の
オ
タ
カ
ベ
は
、
オ
シ
ワ
キ
の
オ
ャ
ノ
ロ
・
五
の
神
が
セ
ノ
ク
セ
に
降
り
て
神
を
真
似
て
、
大
コ
ロ
を
呼
び
雨
乞
い
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
と
く
に
か
れ
ら
を
神
女
と
み
な
す
理
由
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
キ
ミ
と
い
う
語
一
つ
を
と
っ
て
も
、
そ
の
用
法
に
は
違
い
が
あ
り
、
オ
モ
ロ
や
同
島
の
「
仲
里
旧
記
」
ほ
か
の
史
料
の
キ
ミ
と
「
女
官
御
双
紙
』
の
記
録
す
る
「
君
君
」
と
直
結
す
べ
き
で
は
な
い
と
か
ん
が
え
る
（
拙
稿
四
の
注
５
）
。
オ
つづ
ヤノロのオヤは大屋・根屋のオオャを約めた形であり、伊波氏の一一一一口われたように、ノロの原義も「宣
ろ
人
」
で
あ
り
、
女
性
神
職
と
の
み
解
釈
す
る
の
は
正
確
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ろ
。
久
米
島
史
料
で
は
む
し
ろ
、
農
耕
儀
礼
や
雨
乞
い
に
参
加
す
る
大
屋
・
根
屋
を
う
た
う
も
の
が
多
く
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
所
収
の
同
島
の
オ
モ
ロ
や
そ
れ
を
歌
唱
す
る
者
と
の
む
す
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
る
。
久
米
島
は
創
世
神
話
の
舞
台
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
か
、
王
府
と
こ
の
島
と
の
関
係
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
。
同
島
は
は
や
く
か
ら
直
轄
地
で
あ
り
、
首
里
の
王
の
田
の
あ
る
土
地
と
し
て
特
別
な
意
味
を
も
ち
、
王
府
祭
祀
参
加
者
と
の
交
流
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
同
島
に
残
る
、
王
の
田
の
た
め
の
雨
乞
い
の
、
多
く
の
オ
タ
カ
ベ
は
、
尚
清
王
以
後
の
王
府
祭
祀
状
況
を
知
る
た
め
の
お
お
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
な
か
に
登
場
す
る
の
が
多
く
の
オ
ャ
ノ
ロ
で
あ
る
。
尚
清
王
時
代
の
活
躍
が
推
定
さ
れ
、
同
島
の
雨
乞
儀
礼
オ
タ
カ
ペ
や
オ
モ
ロ
に
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
登
場
す
る
キ
ミ
カ
ナ
シ
も
オ
ャ
ノ
ロ
と
よ
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
か
ん
が
え
て
、
オ
モ
ロ
の
オ
ャ
ノ
ロ
の
解
釈
も
同
島
と
の
関
連
を
抜
き
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
か
ん
が
え
ろ
。
次
に
、
オ
ャ
ノ
ロ
を
う
た
う
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ブ
建
造
、
キ
ミ
カ
ナ
シ
の
オ
モ
ロ
、
次
に
久
米
島
の
雨
乞
い
オ
タ
カ
ベ
に
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つ
い
て
検
討
し
た
い
。
結
論
を
言
え
ば
、
王
府
儀
礼
に
お
い
て
大
ア
ム
シ
ラ
レ
に
従
う
立
場
に
あ
っ
て
、
火
神
を
祀
る
ヒ
キ
役
・
ヒ
キ
系
官
員
が
、
オ
ャ
ノ
ロ
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
オ
モ
ロ
九
一
は
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
の
建
造
を
う
た
う
も
の
で
、
そ
の
石
門
の
扁
額
に
正
徳
一
四
年
（
一
五
一
九
）
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
尚
真
壬
後
期
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
『
由
来
記
』
巻
五
）
。
こ
の
オ
モ
ロ
は
、
「
首
里
も
り
お
や
の
る
、
な
よ
か
さ
の
お
や
の
ろ
」
「
ま
か
び
も
り
お
や
の
る
み
ち
へ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
」
そ
の
外
が
王
府
内
の
聖
域
京
の
内
で
「
イ
ベ
の
祈
り
」
を
し
、
「
い
し
ら
ご
は
お
り
あ
げ
て
い
た
ぢ
や
げ
ら
へ
わ
ち
へ
」
（
石
垣
を
積
み
板
門
を
造
り
）
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
と
い
う
御
嶽
を
造
っ
た
と
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
最
終
行
に
は
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
に
頻
出
す
る
表
現
、
「
て
る
か
は
わ
て
り
よ
り
…
」
が
み
え
る
。
（
Ｒ
）
は
反
復
部
。
１
一
間
得
大
君
ぎ
や
と
よ
む
せ
だ
か
こ
が
／
（
Ｒ
）
君
々
し
よ
よ
し
れ
２
又
い
せ
え
け
り
按
司
お
そ
い
吾
が
掻
い
撫
で
貴
み
子
／
君
々
し
よ
よ
し
れ
３
又
大
こ
ろ
た
お
よ
り
守
り
合
え
子
た
お
な
お
さ
／
君
々
し
よ
よ
し
れ
４
又
あ
け
め
づ
ら
煽
ら
ち
え
天
降
り
き
よ
ら
押
し
立
て
５
又
首
里
も
り
お
や
の
る
な
よ
か
さ
の
お
や
の
る
／
君
々
し
よ
６
又
真
壁
も
り
お
や
の
る
み
ち
え
り
き
よ
の
お
や
の
る
７
又
に
し
も
り
の
お
や
の
る
す
つ
な
り
の
お
や
の
る
８
又
た
い
ら
も
り
お
や
の
る
み
ち
え
り
き
よ
の
お
や
の
る
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一
・
一
一
・
三
行
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
王
府
の
聖
域
京
の
内
と
深
く
係
わ
る
ア
オ
リ
ャ
ヘ
そ
の
他
の
久
米
島
系
の
ヒ
キ
役
と
そ
の
祈
願
対
象
と
し
て
の
神
格
、
そ
の
総
称
と
し
て
の
聞
得
大
君
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
四
行
目
の
「
あ
け
め
づ
ら
煽
ら
ち
へ
」
は
、
オ
モ
ロ
三
七
に
あ
る
も
の
と
同
様
に
、
京
の
内
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
神
具
（
冷
笠
力
）
と
い
う
。
一
五
行
の
テ
ル
カ
ハ
は
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
に
、
最
も
高
位
の
神
格
と
し
て
う
た
わ
れ
、
又
オ
モ
ロ
で
は
京
の
内
を
「
世
添
え
る
」
（
支
配
す
る
者
）
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
（
三
四
五
）
。
こ
の
こ
と
も
、
京
の
内
と
い
う
王
府
の
聖
域
が
、
久
米
島
史
料
の
天
界
観
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
五
・
六
行
「
首
里
も
り
お
や
の
る
、
な
よ
か
さ
の
お
や
の
ろ
」
「
ま
か
び
も
り
お
や
の
る
み
ち
へ
り
き
よ
の
お
や
の
ろ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
だ
ろ
う
か
。
「
首
里
も
り
お
や
の
る
、
な
よ
か
さ
の
お
や
の
ろ
」
に
つ
い
て
は
、
『
女
官
御
１５１４１３１２１１１０９ 
又又又又又又又
み
よ
ち
よ
の
か
み
き
よ
》
ら
神
に
し
や
の
そ
で
き
よ
》
ら
／
君
々
し
よ
－
泉
の
内
も
り
ぐ
す
ぐ
い
く
の
祈
り
し
よ
わ
ち
へ
石
ら
ご
は
お
り
あ
げ
て
板
門
げ
ら
へ
わ
ち
へ
そ
の
ひ
や
ぶ
は
か
な
ひ
や
ぶ
は
つ
か
さ
祈
り
し
よ
わ
ち
へ
真
石
子
は
積
み
上
げ
て
金
門
た
て
な
お
ち
へ
お
ぼ
つ
よ
り
帰
て
京
の
内
に
戻
て
／
君
々
し
よ
て
ろ
か
は
わ
て
り
よ
り
て
る
し
の
は
押
し
よ
り
／
君
々
し
よ
よ
し
れ
（
九
一
）
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双紙』は、三平等の大アムシラレがアカス森に寄合、首里大アムシラレからの供物をイベの前に置き、
真
壁
大
ア
ム
シ
ラ
レ
が
オ
タ
カ
ベ
を
行
い
「
神
名
な
よ
か
さ
の
お
や
の
る
と
相
付
祝
う
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
（
二
八
（型）
頁）、従来説は、これを、首里大アムシーフレ自身の神名付けを述べたものと解釈している。
六
行
目
の
ミ
チ
ヘ
リ
キ
ョ
の
お
や
の
る
も
、
一
般
に
、
真
壁
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
神
名
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
た
い
。
ナ
ョ
カ
サ
も
ミ
チ
リ
ヘ
キ
ョ
も
と
も
に
京
の
内
で
祈
り
、
い
し
ら
ご
（
石
垣
）
を
つ
み
あ
げ
て
御
嶽
を
造
る
者
で
あ
る
と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
嶽
を
造
る
こ
と
を
職
事
と
す
る
ヒ
キ
系
の
者
、
と
（濁）
か
ん
が
え
ろ
。
オ
モ
ロ
の
京
の
内
と
い
う
聖
域
に
係
わ
る
の
は
、
主
に
、
筆
者
の
推
測
す
る
、
久
米
島
系
の
ヒ
キ
役
と
こ
の
オ
モ
ロ
で
み
る
よ
う
に
オ
ャ
ノ
ロ
で
あ
る
（
拙
稿
四
の
注
刈
）
。
こ
れ
ら
の
オ
ャ
ノ
ロ
を
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
指
す
と
み
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
キ
ミ
カ
ナ
シ
は
次
の
よ
う
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。
｜
き
こ
え
き
み
か
な
し
が
よ
／
（
Ｒ
）
国
ま
さ
り
お
や
の
る
え
け
四
島
か
ら
ど
め
づ
ら
し
や
あ
る
又
と
よ
む
き
み
か
な
し
が
よ
又
あ
さ
ど
れ
が
し
よ
れ
ば
／
又
夕
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
い
た
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て
／
又
棚
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て
（
九
五
九
）
こ
の
「
国
ま
さ
り
お
や
の
ろ
」
は
、
キ
ミ
カ
ナ
シ
を
言
い
換
え
た
も
の
、
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
キ
ミ
カ
ナ
シ
は
オ
モ
ロ
や
久
米
島
史
料
か
ら
み
て
、
尚
清
王
時
代
に
本
格
的
に
行
わ
れ
た
、
壬
府
の
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
や
ミ
シ
キ
ョ
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マ
・
雨
乞
儀
礼
の
中
の
最
重
要
の
存
在
で
、
ヒ
キ
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
り
又
、
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
協
力
す
る
神
格（入神）としてもオタカペにうたわれるからである（拙稿国の三）。
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
御
嶽
建
造
に
は
、
竹
富
島
の
西
塘
が
、
八
重
山
征
伐
の
俘
虜
（
人
質
）
と
し
て
、
参
加
し
た
こ
と
も
伝わっている（「八重山嶽々由来記」）。首里城内外の土木工事に加わったのは主にヒキ役であることは、
当
時
の
碑
文
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
御
嶽
の
建
造
も
又
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
ヒ
キ
役
の
長
を
オ
ャ
ノ
ロ
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
近
世
史
料
、
祖
辺
・
泉
崎
大
ア
ム
の
項
は
、
唐
船
出
航
三
日
前
あ
る
い
は
出
航
前
に
行
う
、
船
頭
、
総
官
、
作
事
、
綱
官
な
ど
の
乗
員
に
よ
る
火
神
御
拝
を
記
録
し
て
い
た
。
女
官
や
大
ア
ム
た
ち
の
大
庫
理
や
各
殿
内
で
の一一一平等大アムシラレの火神崇拝は言うまでもないが、ヒキ官員（乗員）ほかによる火神御拝も又、
航
海
、
船
作
儀
礼
だ
け
で
な
く
、
農
耕
儀
礼
や
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
以
外
の
、
航
海
儀
礼
の
オ
タ
カ
ペ
・
歌
謡
の
な
か
の
火
神
像
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
と
く
に
ヒ
キ
役
と
の
関
係
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
従
来
、
沖
縄
で
は
間
接
的
に
神
を
拝
む
作
法
が
発
達
し
、
火
神
も
い
ろ
い
ろ
な
神
に
〈
御
通
し
〉
す
る
神
と
し
て
拝
ま
れ
、
三
つ
石
や
中
国
の
竃
神
信
仰
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
三
王
府
の
主
要
儀
礼
全
般
に
み
ら
れ
る
火
神
の
機
能
と
そ
の
神
格
の
成
長
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火
神
は
、
大
君
御
殿
・
三
平
等
の
殿
内
な
ど
に
祀
ら
れ
、
壬
府
祭
祀
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
目
立
つ
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
。
里
主
階
級
の
妻
女
と
し
て
の
三
平
等
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
、
と
く
に
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
は
、
首
里
城
正
殿
の
二
階
の
大
庫
理
に
詰
め
る
女
官
た
ち
と
連
携
し
て
、
火
神
信
仰
と
密
接
に
か
か
わ
り
、
主
な
王
府
祭
祀
を
取
り
仕
切
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
首
里
城
正
殿
の
大
庫
理
の
階
下
に
位
置
す
る
下
庫
理
ほ
か
に
詰
め
る
ヒ
キ
と
ヒ
キ
系
官
人
は
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
儀
礼
で
は
火
神
信
仰
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
稿
㈹
）
。
オ
モ
ロ
の
赤
口
・
ゼ
ル
マ
マ
は
、
通
説
の
言
う
よ
う
に
火
神
で
あ
る
が
、
こ
の
項
で
は
、
久
米
島
と
王
府
の
関
係
を
重
視
し
て
、
多
く
の
オ
モ
ロ
に
、
火
神
が
「
あ
が
る
い
の
大
主
」
「
て
だ
が
穴
の
大
主
」
と
形
容
さ
れ
、
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
よ
り
数
歩
進
ん
だ
形
で
、
人
格
神
的
に
造
形
さ
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
う
。
那
覇
の
一
角
に
居
留
す
る
福
州
出
身
者
久
米
村
人
の
間
に
は
、
航
海
安
全
の
神
と
し
て
、
天
妃
（
嬉
祖
あ
る
い
は
菩
薩
と
も
表
現
さ
れ
る
）
信
仰
と
習
合
し
た
観
音
信
仰
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
。
小
川
徹
氏
は
、
久
米
村
系
史
料
「
四
本堂家礼」（一八世紀初頭成立）と一‐嘉徳堂規模帳」（一九世紀成立）のなかに各々、「火神菩薩」「火神
観
音
」
の
信
仰
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
文
字
通
り
、
火
神
と
観
音
・
蠣
祖
（
船
菩
薩
）
と
の
結
び
つ
（訂）
き
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
紀
元
前
か
ら
火
を
焚
く
場
所
と
し
て
、
竃
を
祭
祀
の
対
象
と
し
て
き
た
。
竃
神
は
、
つ
ね
に
家
族
の
言
動
を
監
視
し
て
、
毎
月
晦
日
に
そ
の
罪
過
を
天
神
に
報
告
に
行
き
下
天
す
る
神
で
あ
っ
た
と
い
う
（坊）
ていうつ。
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ｓ沖縄大百科事典」窪徳忠）。
｜方の、国人層の側には在来の御嶽信仰と民間仏教的な観音信仰を結び付けるものとして火神があっ
たのではないかと思われる。国人層の火神信仰については次のようなことが言われている。「神道記』
（巻五、「火神事」）は、火神は竃神であると記し、その由来篝として「甲賀由良里」を引く。これは、
生
来
福
を
も
つ
女
房
を
離
縁
し
た
後
に
、
自
ら
は
零
落
し
て
、
箕
を
売
る
行
商
人
と
な
っ
て
、
再
婚
し
て
裕
福
に
な
っ
た
妻
を
た
ず
ね
て
倒
れ
、
釜
屋
の
後
ろ
に
埋
め
ら
れ
そ
の
家
を
守
護
す
る
竃
神
と
な
っ
た
男
の
は
な
し
で
あ
り
、
柳
田
国
男
氏
は
、
こ
の
類
話
が
、
津
軽
岩
木
山
か
ら
沖
縄
諸
島
ま
で
、
若
干
の
変
化
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
（銘）
（豹）
目
さ
れ
た
。
又
「
竃
神
の
歴
史
は
弁
才
天
信
仰
と
結
ば
れ
る
因
縁
が
一
の
っ
た
」
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
な
の
は
、
伊
波
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
火
神
は
御
嶽
の
イ
ベ
の
神
と
は
異
な
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
宗
教
感
情
あ
る
い
は
そ
の
対
象
の
共
有
を
必
要
と
す
る
王
府
儀
礼
の
場
で
、
久
米
村
人
の
道
教
的
信
仰
対
象
と
し
て
の
火
神
、
国
人
層
の
、
観
音
を
頂
点
と
す
る
信
仰
、
観
音
の
化
身
と
し
て
の
弁
才
天
、
在
来
の
御
嶽
の
神
々
を
つ
な
ぐ
〈
お
通
し
〉
と
し
て
機
能
し
た
火
神
、
こ
の
二
つ
の
火
神
を
重
ね
よ
う
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
渡
唐
船
に
は
菩
薩
焼
香
役
と
し
て
王
府
官
員
の
乗
船
が
あ
り
、
菩
薩
信
仰
の
オ
モ
ロ
も
み
ら
れ
た
。
菩
薩
焼
香
役
と
し
て
は
国
人
が
久
米
村
人
と
と
も
に
加
わ
っ
て
い
た
。
ミ
シ
キ
ョ
マ
儀
礼
に
は
中
国
風
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
（
拙
稿
伽
注
６
の
豊
見
山
氏
論
文
）
。
｜
方
、
’
六
世
紀
半
ば
頃
の
社
会
状
況
は
、
陳
侃
の
見
聞
な
ど
に
よ
れ
ば
、
なのは、伊》
こ
と
で
あ
る
。
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当
時
、
官
職
は
、
武
職
と
文
職
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
久
米
村
人
は
、
文
職
に
就
い
て
専
ら
朝
貢
の
事
に
当
た
っ
た
。
『海東諸国紀」（一四七一年成立、二七三頁）によれば彼らは、一一一司官に上ることはなかったという。い
わ
ば
、
武
職
に
就
く
国
人
と
の
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
時
に
、
王
府
の
儀
礼
に
お
い
て
は
、
双
方
の
融
合
が
図
壹
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
）
航
海
儀
礼
に
み
ら
れ
る
信
仰
に
つ
い
て
１
聞
得
大
君
観
従
来
説
は
、
王
府
の
宗
教
組
織
と
し
て
、
聞
得
大
君
を
頂
点
と
し
た
、
君
々
と
よ
ば
れ
た
王
族
女
性
た
ち
、
三
平
等
大
ア
ム
シ
ラ
レ
や
ノ
ロ
な
ど
の
女
性
を
成
員
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
の
存
在
を
推
定
し
、
王
府
儀
礼
を
こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
か
ん
が
え
て
き
た
。
そ
れ
を
精
神
的
に
支
配
し
た
の
は
王
と
聞
得
大
君
の
間
に
み
ら
れ
る
オ
ナ
リ
信
仰
で
あ
る
と
み
て
、
航
海
儀
礼
に
つ
い
て
も
、
聞
得
大
君
の
霊
異
を
ひ
ろ
く
普
遍
的
な
も
の
と
想
定
し
て
特
別
視
し
て
き
た
。
古
琉
球
時
代
か
ら
、
女
性
祭
司
た
ち
は
、
聞
得
大
君
か
ら
村
々
の
ノ
ロ
た
ち
ま
で
、
航
海
儀
礼
の
宗
教
的
な
文
脈
で
は
、
神
と
区
別
し
が
た
い
存
在
で
あ
り
、
祭
司
は
祈
願
す
る
者
で
あ
る
と
同
時
に
祈
願
さ
れ
る
者
で
も
あ
っ
た
、
と
（卯）
も
い
わ
れ
て
き
た
。
従
来
、
近
世
の
航
海
儀
礼
と
信
仰
に
関
し
て
聞
得
大
君
自
身
と
航
海
儀
礼
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
琉
球
の
受
容
し
た
民
間
仏
教
思
想
の
な
か
の
弁
才
天
と
観
音
の
関
係
、
弁
才
天
信
仰
と
聞
得
大
君
の
緒
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び
つ
き
を
考
え
る
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
か
ん
が
え
る
。
聞
得
大
君
あ
る
い
は
聞
得
大
君
御
殿
と
弁
才
天
と
の
結
び
つ
き
は
は
や
く
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
識
名
盛
命
も
述
べ
て
い
る
「
現
形
す
る
神
」
と
し
て
の
弁
才
天
と
聞
得
大
君
按
司
と
の
関
係
に
な
る
。
つ
ぎ
の
近
世
末
期
の
二
つ
の
事
例
は
具
体
的
に
実
際
の
航
海
中
の
遥
拝
祈
願
の
対
象
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
で
あ
こ
れ
ら
の
事
例
の
な
か
に
、
神
へ
の
最
高
の
司
祭
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
そ
の
も
の
と
し
て
も
、
振
る
舞
う
と
い
う
守
護
神
と
し
て
の
聞
得
大
君
の
二
重
の
性
格
を
読
み
取
ろ
う
と
い
う
見
方
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
、
聞
得
大
君
・
（虹）
弁
才
天
・
観
幸
曰
と
の
間
に
あ
る
結
び
つ
き
を
か
ん
が
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
想
起
し
た
い
の
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
識
名
盛
命
が
、
一
六
九
九
年
に
薩
摩
に
滞
在
し
た
際
の
追
想
記
『
思
出
草
』
所
収
の
「
弁
才
天
女
を
祭
奉
り
し
こ
と
は
」
の
、
琉
球
の
受
容
し
た
い
わ
ゆ
る
偽
経
に
も
と
づ
い
た
民
間
仏
教
的
る。
2） (1) 
薩
摩
へ
航
行
中
難
破
し
た
使
者
運
天
按
司
の
祈
願
対
象
は
、
聞
得
大
君
・
普
天
間
権
現
・
弁
才
天
・
天
尊
等
で
あ
っ
た
二
八
一
九
年
）
。
八
重
山
頭
職
が
石
垣
か
ら
沖
縄
島
へ
航
行
中
遭
難
漂
流
し
て
行
っ
た
普
天
間
権
現
・
首
里
観
音
堂
・
波
の
上
な
ど
へ
の
立
願
は
効
果
が
な
く
、
沈
没
間
際
の
、
ソ
ノ
ヒ
ャ
ン
御
嶽
・
弁
才
天
・
弁
嶽
（
首
里
）
と
那
覇
港
近
在
め
の
し
ん
へ
の
祈
願
と
聞
得
大
君
御
殿
へ
の
首
里
城
の
竜
樋
の
水
献
上
立
願
に
よ
っ
て
沈
没
を
免
れ
た
二
八
九四年）。
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な
弁
才
天
に
つ
い
て
の
一
節
で
あ
る
。
識
名
盛
命
が
記
し
て
い
る
の
は
、
観
音
信
仰
と
も
習
合
し
た
中
世
の
弁
才
天
信
仰
、
弁
才
天
の
、
弁
嶽
と
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
ヘ
の
垂
迩
、
そ
し
て
そ
の
神
が
「
現
形
」
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
現
実
に
姿
を
あ
ら
わ
す
神
で
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
そ
れ
を
唐
や
ヤ
マ
ト
へ
の
航
海
や
献
上
の
た
め
の
航
行
の
安
全
の
守
護
神
（型）
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
由
来
記
」
ほ
か
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
や
千
手
観
幸
曰
を
本
尊
と
す
る
の
が
、
波
上
・
（鋤）
識
名
・
沖
山
・
天
久
・
末
吉
・
垂
曰
天
間
・
安
里
八
幡
、
な
ど
七
社
の
権
現
社
で
あ
る
。
先
の
事
例
、
⑪
。
②
の
祈
願
の
対
象
は
、
天
尊
を
除
い
て
は
、
上
記
の
七
社
か
観
音
を
祀
る
場
で
あ
る
。
②
は
ソ
ノ
ヒ
ャ
ン
御
嶽
を
あ
げ
て
い
ろ
。
ソ
ノ
ヒ
ャ
ン
（
ソ
ノ
ヒ
ャ
イ
ベ
）
が
垂
迩
の
場
と
な
っ
た
の
は
、
ソ
ノ
ヒ
ャ
ン
御
嶽
が
本
来
降
雨
灌
概
を
司
る
神
、
田
の
神
で
あ
り
、
弁
才
天
も
ま
た
五
穀
を
司
る
童
子
を
従
え
た
、
穀
物
の
神
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
②
に
み
え
る
民
間
仏
教
思
想
に
基
づ
く
思
考
は
、
識
名
盛
命
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
たのだろう（拙稿曰の四・㈹）。
こ
れ
ら
を
聞
得
大
君
自
身
へ
の
信
仰
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
の
は
、
主
に
、
伊
波
普
猷
氏
以
来
の
、
女
性
は
霊
的
に
優
位
に
あ
っ
て
、
そ
の
兄
弟
を
守
る
と
い
う
、
沖
縄
に
根
づ
い
て
い
た
と
い
う
古
来
の
オ
ナ
リ
神
信
仰
を
も
と
に
こ
れ
ら
の
壬
府
祭
祀
を
捉
え
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
現
行
民
俗
の
女
性
中
心
の
祭
祀
儀
礼
の
状
況
か
ら
の
類
推
も
加
わ
り
、
中
世
の
王
府
儀
礼
観
や
オ
モ
ロ
解
釈
に
つ
よ
い
影
響
を
与
え
つ
づ
け
、
現
在
も
殆
ど
通
説
化
し
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
弁
才
天
信
仰
の
本
拠
は
弁
嶽
で
あ
り
、
こ
こ
は
、
壬
府
の
雨
乞
儀
礼
の
実
態
な
ど
か
ら
み
て
、
首
里
殿
内
管
轄
の
最
重
要
の
御
嶽
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
中
世
・
近
世
を
通
じ
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（
二
）
火
神
像
に
つ
い
て
ｌ
久
米
島
オ
タ
カ
ベ
と
オ
モ
ロ
に
お
け
る
〈
テ
ダ
が
穴
の
大
主
〉
〈
あ
か
る
い
の
大
主
〉
火
神
は
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
三
殿
内
・
聞
得
大
君
御
殿
や
女
官
の
詰
め
る
首
里
城
正
殿
大
庫
理
の
祭
神
で
あ
っ
た
。
｜
方
の
大
庫
理
の
階
下
、
下
庫
理
に
つ
め
る
ヒ
キ
役
た
ち
と
火
神
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
の
オ
モ
ロ
に
も
か
れ
ら
と
火
神
の
関
係
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
詳
し
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
王
府
オ
モ
ロ
に
う
た
わ
れ
る
、
オ
ャ
ノ
ロ
や
火
神
の
解
釈
に
も
、
久
米
島
史
料
、
と
く
に
雨
乞
の
オ
タ
カ
ベ
が
重
要
な
史
料
に
な
る
。
同
島
の
オ
タ
カ
ベ
は
、
火
神
誕
生
の
場
を
「
て
だ
が
穴
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
オ
モ
ロ
の
「
て
だ
が
穴
」
に
つ
い
て
の
思
考
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
久
米
島
と
王
府
関
係
の
史
料
に
関
し
て
い
え
ば
、
オ
ャ
ノ
ロ
は
火
神
信
仰
と
か
か
わ
る
根
屋
階
層
の
者
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
は
火
神
を
ど
の
様
に
描
い
て
い
る
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
受
取
り
方
は
、
主
に
ア
ガ
ル
イ
と
テ
ダ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
て
行
う
雨
乞
儀
礼
・
ミ
シ
キ
ョ
マ
な
ど
を
含
め
て
、
弁
才
天
信
仰
と
、
首
里
殿
内
や
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
王
府
儀
礼
は
ふ
か
い
む
す
び
つ
き
が
あ
り
、
航
海
儀
礼
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
違ってくる。
ア
ガ
ル
イ
の
意
味
は
一
般
に
は
、
「
東
方
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
原
注
（
五
二
一
）
の
「東を差していう」、とあるのを根拠の一つとしている（「校本おもろさうし』参照）。しかしながら一方
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に
「
あ
か
る
」
に
は
「
上
が
る
」
、
「
い
」
は
「
へ
（
辺
）
」
と
み
る
解
釈
も
あ
る
。
筆
者
は
後
者
の
説
を
取
り
、
上
の
方
、
俗
界
か
ら
離
れ
た
人
神
た
ち
の
居
所
、
天
界
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
東
・
西
が
地
名
や
人
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
東
・
西
が
よ
り
古
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
、
「
あ
が
り
」
が
東
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後
世
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
「
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
あ
が
る
い
の
項
の
補
説
）
。
久
米
島
の
史
料
に
も
、
同
様
に
、
ヒ
ガ
・
東
・
西
、
が
地
名
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
久
米
島
君
南
風
由
来
記
」
で
は
、
東
御
嶽
あ
る
い
は
比
嘉
嶽
あ
る
い
は
比
嘉
村
、
西
嶽
と
東
嶽
と
し
て
対
語
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
東
嶽
は
た
か
く
て
、
西
嶽
は
た
か
く
て
」
、
と
う
た
う
仲
里
間
切
ク
ワ
イ
ー
ー
ャ
は
、
先
に
述
べ
た
キ
ミ
ハ
エ
の
イ
タ
キ
ョ
ラ
に
よ
る
、
一
五
○
○
年
の
八
重
山
征
伐
以
前
の
、
宮
古
巡
征
を
う
た
う
古
い
歌
詞
を
残
す
歌
謡
ひ
ガ
シ
ニ
ロ
ソ
（視）
と筆者は推定している（拙稿㈹）。『琉球館訳妻叩」にも東（加尼）西（尼失）、とあり、アガリはない。
テ
ダ
に
つ
い
て
も
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
と
く
に
久
米
島
史
料
で
は
、
テ
ダ
は
「
入
神
」
「
超
越
的
神
格
」
と
し
て
の
英
祖
王
を
意
味
す
る
と
み
て
い
る
（
拙
稿
伽
の
四
の
③
）
。
仲
原
善
忠
氏
の
解
釈
は
テ
ダ
を
太
陽
と
み
て
、
以
下
（妬）
に
引
用
す
る
オ
タ
カ
ベ
な
ど
か
ら
、
火
神
信
仰
と
太
陽
崇
拝
の
つ
な
が
り
を
み
る
。
火
神
は
「
赤
口
」
と
よ
ば
れ
て
「
地
上
と
他
界
の
神
々
の
間
を
連
絡
す
る
役
割
を
果
た
す
」
が
、
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
に
よ
れ
ば
、
赤
口
は
「
て
だ
の
穴
」
か
ら
生
ま
れ
、
連
絡
や
〈
お
通
し
〉
の
た
め
に
、
天
界
を
移
動
し
、
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
名
を
変
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
「
大
雨
乞
之
時
宇
根
村
に
て
宇
根
の
ろ
火
神
前
江
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おたかく言」（オタカベーーー（『南島歌謡大成』））はつぎのようにいう（番号は筆者）。
む
か
し
は
じ
ま
り
／
け
さ
し
は
じ
ま
り
／
あ
ま
み
や
は
じ
ま
り
／
し
ね
り
や
は
じ
ま
り
お
し
わ
き
の
お
や
の
る
が
／
と
甚
の
か
ど
の
内
に
／
お
し
立
め
し
や
う
ろ
／
よ
ひ
た
て
め
し
や
う
ろ
あ
か
ぐ
ち
や
か
な
し
／
せ
る
ま
乱
か
な
し
ま
へ
の
／
う
ま
れ
く
ち
／
は
じ
め
く
ち
１
あ
か
る
い
の
／
て
だ
が
あ
な
の
／
こ
も
く
せ
の
／
ま
し
た
か
ら
ま
な
か
か
ら
こ
掴
ろ
生
め
し
や
う
ろ
／
す
ぐ
れ
生
め
し
や
う
ろ
お
と
ぢ
や
六
と
こ
る
／
こ
乱
し
六
と
こ
る
／
お
し
ら
れ
た
う
と
／
御
み
の
け
や
へ
ら
２
ぢ
る
や
か
な
や
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
お
と
ま
の
こ
き
し
わ
か
ま
の
こ
圏
し
と
名
付
さ
つ
け
め
し
や
う
ろ
／
と
ど
の
か
ど
の
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
六
つ
き
月
の
庚
子
か
庚
午
か
に
お
し
た
て
め
し
や
う
ち
や
ろ
／
よ
ひ
た
て
め
し
や
う
ち
や
ろ
／
あ
か
ぐ
ち
や
か
な
し
／
ぜ
る
ま
狸
か
な
し
と
／
名
付
／
さ
つ
け
め
し
や
へ
３
お
ぼ
つ
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
か
く
ら
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
火
の
は
あ
火
の
大
ぢ
と
名
付
授
付
め
し
や
へ
４
な
か
は
い
ち
な
か
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
飛
や
へ
ま
へ
や
へ
の
司
と
名
付
授
付
め
し
や
へ
５
天
の
み
や
雨
の
み
や
に
い
ま
ふ
れ
ば
／
大
て
だ
世
の
て
だ
か
な
し
と
と
ご
え
え
り
ち
よ
あ
は
せ
め
し
わ
ろ
あ
か
ぐ
ち
や
ぜ
る
ま
ま
か
な
し
ま
へ
御
し
ら
れ
御
み
の
け
や
へ
ら
／
け
ふ
の
よ
か
る
日
／
き
や
か
る
日
に
／
お
し
わ
き
の
お
や
の
る
／
五
の
神
七
の
神
／
せ
の
く
せ
げ
お
の
も
り
お
れ
て
お
れ
な
ふ
ち
へ
／
お
れ
て
お
れ
ふ
さ
288 
Hosei University Repository
て
／
神
の
ま
ね
と
よ
る
／
ぬ
し
の
ま
ね
と
よ
る
（以下略）
１
ア
ガ
ル
イ
の
て
だ
が
穴
か
ら
う
ま
れ
た
、
こ
こ
ろ
を
も
つ
者
「
お
と
ち
や
六
と
こ
る
」
が
２
の
ヂ
ル
ャ
カ
ナ
ャ
で
は
、
「
お
と
ま
の
こ
ご
し
」
、
３
の
オ
ポ
ッ
で
は
、
「
火
の
は
あ
火
の
お
お
じ
」
と
呼
ば
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
男
女
の
複
数
の
神
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
４
の
な
か
ば
い
ち
な
か
で
は
「
飛
や
へ
ま
へ
や
へ
の
司
」
と
よ
ば
れ
、
５
の
、
天
の
み
や
で
、
大
て
だ
世
の
て
だ
か
な
し
と
声
を
合
わ
せ
る
の
だ
と
い
う
。
大
テ
ダ
と
は
テ
ル
カ
ハ
を
さ
す
。
省
略
し
た
部
分
で
は
、
大
コ
ロ
（
集
落
の
長
）
も
よ
ば
れ
て
共
に
雨
乞
い
を
し
、
ぢ
る
や
大
司
や
あ
ま
の
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
セ
ジ
を
あ
わ
せ
て
雨
を
お
ろ
し
た
ま
え
、
と
祈
る
、
と
も
言
っ
て
い
る
。
雨
乞
い
の
儀
礼
に
は
火
神
の
関
与
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
火
神
は
、
「
あ
が
る
い
の
穴
の
こ
も
く
せ
の
ま
し
た
か
ら
ま
な
か
か
ら
」
生
ま
れ
る
も
の
と
い
っ
て
い
る
。
「
こ
も
く
せ
」
と
は
美
し
い
岩
礁
の
意
と
い
う
（
「
校
注
仲
里
旧
記
」
「
仲
原
善
忠
全
集
』
巻
三
）
。
類
似
句
が
比
嘉
村
の
火
神
前
オ
タ
カ
ベ
、
「
島
尻
ひ
や
火
神
前
の
オ
タ
カ
ベ
」
な
ど
に
も
み
え
る
。
実
際
に
、
（鍋）
オ
ャ
ノ
ロ
や
大
コ
ロ
が
火
神
を
拝
す
る
の
は
「
ト
ド
の
カ
ド
の
内
」
で
あ
る
と
い
う
。
一
一
行
目
の
、
オ
シ
ワ
キ
オ
ャ
ノ
ロ
が
た
つ
と
い
う
ト
ド
ノ
カ
ド
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
堂
の
お
ひ
や
の
く
い
に
や
」
に
「
あ
ふ
ら
い
の
大
こ
ろ
う
ま
き
よ
の
根
の
大
ご
ろ
が
、
と
ど
の
か
ど
（
門
）
の
う
ち
（
内
）
、
お
え
な
き
時
な
き
お
も
ろ
し
や
…
赤
口
は
た
か
く
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
こ
は
オ
モ
ロ
を
う
た
う
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
テ
ダ
が
穴
」
の
テ
ダ
と
は
、
仲
里
城
に
祀
ら
れ
た
、
仲
里
城
主
の
祖
先
と
い
う
英
祖
王
の
神
名
テ
ダ
・
テ
ダ
ハ
ジ
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メ
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
、
「
こ
も
こ
せ
の
下
あ
る
い
は
テ
ダ
の
穴
か
ら
」
生
ま
れ
た
と
い
う
思
考
は
、
テ
ダ
と
し
て
の
英
祖
王
の
近
く
で
生
ま
れ
た
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
英
祖
壬
の
王
統
を
旗
印
と
す
る
、
久
米
島
の
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
一
族
た
ち
と
そ
の
周
辺
の
思
考
か
ら
生
ま
れ
た
形
象
と
推
測
し
た
い
。
「
て
だ
が
あ
な
の
大
主
」
「
あ
か
る
い
の
大
ぬ
し
」
の
用
例
は
久
米
島
史
料
に
は
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
呼
び
名
が
、
対
語
と
し
て
歌
わ
れ
る
オ
モ
ロ
は
二
十
例
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
久
米
島
の
テ
ダ
が
穴
か
ら
う
ま
れ
た
と
い
う
火
神
の
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
、
人
格
神
的
な
存
在
へ
の
変
容
と
筆
者
は
推
測
し
た
い
。
オ
モ
ロ
は
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
と
は
別
の
場
で
、
こ
の
大
主
の
周
辺
に
つ
い
て
想
像
を
働
か
せ
独
自
の
表
現
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
－ 
つ
。たと
え
ば
次
の
オ
モ
ロ
は
ヒ
キ
役
と
火
神
と
し
て
の
あ
か
る
い
の
大
主
と
の
関
係
を
う
た
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
｜
あ
か
る
い
の
大
主
／
（
Ｒ
）
天
が
下
の
あ
ん
し
下
司
ち
か
わ
す
は
お
き
も
し
や
り
な
を
し
よ
わ
又
て
だ
が
あ
な
の
大
主
（
八
二
四
）
｜
つ
の
説
は
、
あ
か
る
い
の
大
主
を
太
陽
の
擬
人
化
あ
る
い
は
太
陽
と
み
て
、
「
天
下
の
按
司
、
下
司
、
ち
か
わ
す
（
兵
士
た
ち
）
は
御
心
を
尽
く
し
て
世
を
お
だ
や
か
に
し
た
ま
え
」
と
い
う
内
容
に
と
り
、
こ
の
お
き
も
を
、
あ
ん
し
・
下
司
の
「
お
き
も
」
（
心
）
と
と
ら
え
る
。
逆
に
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
を
あ
か
る
い
の
大
主
の
「
お
き
も
」
と
み
る
解
釈
も
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
次
に
あ
げ
る
八
三
一
の
「
お
き
も
」
は
大
主
の
そ
れ
と
（訂）
解
釈
す
る
の
が
自
然
と
考
え
る
か
ら
で
←
の
る
。
次
の
四
首
は
、
あ
か
る
い
の
大
主
の
性
格
を
説
明
し
て
い
る
。
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＊
｜
あ
か
る
い
の
大
主
／
（
Ｒ
）
声
か
な
し
な
り
き
よ
》
ら
／
打
ち
ち
へ
島
襲
い
れ
又
て
だ
が
穴
の
大
主
（
八
二
七
）
＊
一
あ
か
る
い
の
大
主
大
主
が
こ
の
み
す
え
そ
こ
み
御
船
こ
の
た
れ
お
き
も
の
摸
お
や
に
走
り
や
せ
又
て
だ
が
穴
の
大
主
（
八
三
一
）
＊
｜
あ
か
る
い
の
大
主
や
や
の
真
帆
押
し
上
げ
て
走
り
や
せ
又
て
だ
が
穴
の
大
主
（
八
三
一
一
）
＊
一
あ
か
る
い
の
大
主
／
（
Ｒ
）
天
が
下
せ
ぢ
ま
さ
る
按
司
お
そ
い
又
て
だ
が
穴
の
大
主
天
が
下
又
間
へ
国
せ
り
き
よ
が
又
首
里
杜
ち
よ
わ
る
（銘）
又
真
玉
杜
ち
よ
わ
る
（
八
二
一
五
）
八二七は大主に「鼓（なりきよら）を打って島を支配せよ」と呼びかけるものであろう。八三一一は、
船
に
か
か
わ
る
神
事
を
し
て
走
り
や
せ
、
と
い
う
も
の
と
推
定
さ
れ
、
八
一
一
三
も
帆
を
あ
げ
て
航
行
せ
よ
、
と
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
八
三
五
に
み
え
る
「
問
へ
国
せ
り
き
よ
」
の
用
例
は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。
＊
｜
あ
が
る
い
の
大
主
／
（
Ｒ
）
す
え
ま
さ
り
げ
ら
へ
て
げ
ら
へ
わ
ち
へ
十
百
末
ち
よ
わ
れ
又
き
こ
え
国
せ
り
き
よ
／
す
え
ま
さ
り
げ
ら
へ
て
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又
て
だ
が
穴
の
大
主
／
す
え
ま
さ
て
げ
ら
へ
て
：
．
（
’
○
三
○
）
＊
一
あ
が
る
い
の
大
主
／
き
こ
へ
国
せ
り
き
よ
い
ろ
ま
さ
り
ま
て
も
ち
た
た
み
又
て
だ
が
穴
の
大
主
（
九
七
九
）
一
○
三
○
や
九
七
九
か
ら
、
く
き
こ
へ
国
せ
り
き
よ
〉
は
、
て
だ
が
穴
の
大
主
（
あ
か
る
い
の
大
主
）
と
重
な
る
者
で
あり、「まてもちたたみ」（手持ち玉をもつ高貴な方）であり、スエマサリをつくり、八一一一一に言うよう
に、み御船を「このむ」（願う、ほこるなどと同様、神事関連の語彙であろう。「船このみ」「旅このみ」とも
こ
こ
ろ
い
う
）
者
と
想
像
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
た
い
。
「
お
肝
」
（
八
一
一
四
）
は
大
主
の
肝
の
意
で
あ
り
、
肝
を
も
つ
人
格
神
的
存
在
と
し
て
造
形
し
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
九
八
一
は
、
「
て
だ
が
あ
な
の
大
主
」
「
あ
か
る
い
の
大
ぬ
し
」
の
周
辺
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
「
あ
が
る
い
の
大
主
よ
、
大
主
の
御
前
に
、
九
年
母
木
を
植
え
て
お
い
て
、
お
れ
つ
む
（
旧
暦
一
一
・
三
月
の
頃
）
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
は
や
、
も
う
美
し
い
花
が
さ
い
て
い
る
」
（
岩
波本訳文）一あ
が
る
い
の
大
主
大
主
が
御
前
に
九
年
母
木
は
植
へ
て
お
ち
へ
お
れ
づ
む
侍
た
な
い
な
ち
や
花
咲
ち
や
る
（
九
八
一
）
こ
の
ほ
か
、
「
大
主
の
前
に
は
赤
木
な
ど
の
花
が
咲
き
、
そ
れ
を
折
り
差
し
、
か
ざ
し
て
、
明
け
方
の
露
に
ぬ
れ
て
いる…。ころた部がそれをみる」（八一一二）とうたうものもあり又、八一一一一と八一一三は、美しい帆を
あ
げ
て
船
を
は
し
ら
せ
る
大
主
を
う
た
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
説
は
「
て
だ
が
あ
な
の
大
主
」
「
あ
か
る
い
の
大
ぬ
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し
」
を
、
東
方
の
神
、
太
陽
神
あ
る
い
は
そ
の
擬
人
化
と
し
た
が
、
筆
者
は
テ
ダ
、
そ
の
ご
く
近
く
か
ら
誕
生
し
た
と
す
る
火
神
た
ち
の
「
大
主
」
と
し
て
、
う
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
る
。
こ
れ
は
英
祖
王
を
テ
ダ
と
よ
び
標
袴
す
る
者
た
ち
の
思
考
と
か
か
わ
り
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
久
米
島
の
雨
乞
オ
タ
カ
ベ
に
み
え
る
火
神
に
関
す
る
思
想
を
基
礎
に
し
て
発
展
し
た
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
オ
モ
ロ
は
、
国
せ
り
き
よ
、
大
主
自
身
の
航
海
を
う
た
う
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
と
し
ま
島
お
そ
い
や
／
ぶ
れ
舞
て
漕
げ
綱
や
ち
よ
く
え
や
れ
お
そ
い
や
ち
よ
く
又
聞
こ
え
国
せ
り
き
よ
又
朝
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
夕
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
板
き
よ
ら
は
押
し
う
け
て
又
棚
き
よ
ら
は
押
し
う
け
て
又
船
子
選
で
乗
せ
て
又
手
舵
選
で
乗
せ
て
（
五
一
一
三
）
「
国
せ
り
き
よ
」
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
「
あ
が
る
い
の
大
主
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
大
主
自
身
の
航
海
を
う
た
う
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
オ
モ
ロ
の
「
て
だ
が
穴
の
大
主
」
「
あ
が
る
い
の
大
主
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
描
写
に
は
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
や
雨
乞
い
儀
礼
な
ど
の
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
王
府
の
主
要
な
儀
礼
に
お
け
る
火
神
と
の
密
接
な
関
係
、
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
ヒ
キ
や
ヒ
キ
系
官
員
の
間
に
生
ま
れ
た
、
火
神
に
つ
い
て
の
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
ろ
が
り
が
み
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
筆
者
の
推
定
し
て
き
た
、
久
米
島
の
入
神
信
仰
が
、
ヒ
キ
役
の
信
仰
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
か
れ
ら
と
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う
た
←のつＣｏ
一
組
に
な
っ
て
い
る
入
神
と
し
て
の
「
神
格
」
が
、
王
府
で
の
彼
ら
の
職
能
に
応
じ
て
変
容
し
て
い
く
過
程
（
拙
稿
四
）
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ヒ
キ
役
と
火
神
と
の
関
係
の
進
展
と
深
化
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
あ
が
る
い
の
大
主
と
地
上
の
、
ア
カ
ノ
コ
に
代
表
さ
れ
る
ヒ
キ
役
は
、
と
も
に
、
イ
タ
キ
ョ
ラ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
を
お
し
う
け
船
あ
る
い
は
建
物
を
作
り
（
一
○
三
○
）
、
船
に纏わる神事（船このみ）をし（八三一）、鼓を打ち（八一一七）、手玉をもつ（九七九）者であることを
う
た
っ
て
お
り
、
あ
か
る
い
の
大
主
に
、
地
上
の
ヒ
キ
の
職
能
が
投
影
さ
れ
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
外
間
大
屋
子
が
「
イ
タ
キ
ョ
ラ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
で
あ
が
る
い
に
歩
み
よ
わ
「
｜
、
と
い
う
常
套
句
を
含
む
五
五
一
は
、
久
高
島
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
類
型
的
な
、
「
テ
ダ
が
穴
」
や
「
朝
と
れ
」
オ
モ
ロ
（
五
一
四
・
五
一
五
・
八
三一一・八一九）やヒキの船の儀礼歌（八五二・八五一一一・八五四）が同島近辺のものとして多くうたわれた
の
か
と
い
う
問
題
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
見
通
し
の
み
を
言
え
ば
、
久
高
に
も
、
英
祖
壬
と
の
結
び
つ
き
を
語
る
一
族
の
家
譜
が
残
り
、
又
前
述
の
よ
う
に
、
同
島
は
、
官
船
の
水
主
の
出
身
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
（釣）
背
三
界
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
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さ
き
に
、
久
米
島
の
雨
乞
の
オ
タ
カ
ベ
で
タ
ナ
キ
ョ
ラ
が
歌
わ
れ
る
の
を
指
摘
し
た
二
１
口
）
。
沖
縄
の
島
々
の
交
通
に
お
い
て
、
棚
船
タ
ナ
キ
ョ
ラ
の
持
つ
意
義
の
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
の
は
こ
の
船
が
久
米
島
の
あ
る
階
層
の
人
々
の
活
動
範
囲
を
ひ
ろ
げ
、
他
の
島
へ
の
勢
力
拡
大
を
、
あ
る
い
は
上
納
の
た
め
の
航
行
に
使
う
と
い
う
役
割
を
果
し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
、
イ
タ
キ
ョ
ラ
で
ア
ガ
ル
イ
の
穴
や
テ
ダ
が
穴
に
通
う
、
と
い
う
次
の
よ
う
な
オ
モ
ロ
が
ほ
か
に
も
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
｜
く
め
の
こ
い
し
の
が
／
地
道
歩
む
様
に
漕
が
せ
又
百
浦
こ
い
し
の
が
又
朝
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
夕
と
れ
が
し
よ
れ
ば
又
板
き
よ
ら
は
押
し
う
け
て
又
棚
き
よ
『
ら
は
押
し
う
け
て
又
船
子
選
で
乗
せ
て
又
手
舵
選
で
乗
せ
て
又
あ
か
ず
や
り
お
そ
い
／
又
き
み
の
や
り
お
そ
い
又
あ
か
る
い
に
む
か
て
／
又
て
だ
が
穴
に
む
か
て
（
五
四
八
）
こ
の
久
米
の
コ
イ
シ
ノ
や
先
の
久
高
の
オ
モ
ロ
「
外
間
大
屋
子
」
（
五
五
一
）
「
よ
な
お
さ
」
（
五
五
三
）
、
「
こ
ば
せ
り
き
よ
」
（
五
二
四
）
な
ど
も
同
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
「
あ
か
る
い
・
て
だ
が
穴
」
に
向
か
っ
て
漕
ぐ
こ
と
は
、
天
、
つ
四
タ
ナ
キ
ョ
ラ
の
オ
モ
ロ
と
オ
タ
カ
ベ
Ｉ
イ
タ
キ
ョ
ラ
オ
モ
ロ
と
火
神
信
仰
Ｉ
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ま
り
上
の
方
に
居
る
火
神
の
主
ア
ガ
ル
イ
の
大
主
に
到
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
火
神
信
仰
を
も
つ
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
雨
が
、
上
の
方
、
天
か
ら
降
る
と
い
う
思
考
は
何
時
の
時
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
久
米
島
雨
乞
オ
タ
カ
ベ
の
天
界
は
、
ア
マ
ミ
ャ
・
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
・
チ
ル
ャ
カ
ナ
ャ
（
一
一
ル
ャ
カ
ナ
ャ
）
が
集
約
し
層
を
な
す
世
界
（
拙
稿
曰
の
三
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
天
の
世
界
に
、
テ
ダ
（
英
祖
王
）
・
大
テ
ダ
（
テ
ル
カ
ハ
）
・
人
神
と
し
て
の
御
嶽
の
神
々
が
お
り
、
協
力
し
て
雨
を
降
ら
せ
る
作
業
に
あ
た
る
と
オ
タ
カ
ベ
は
か
た
り
、
オ
モ
ロ
も
こ
の
天
界
観
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
仲
介
し
関
係
を
保
つ
の
が
火
神
の
役
目
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
タ
キ
ョ
ラ
の
漕
ぎ
手
や
綱
作
ｐ
船
工
な
ど
が
、
王
府
の
祭
祀
に
お
い
て
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
下
で
祭
祀
に
加
わ
る
た
め
に
は
、
火
神
と
の
結
び
つ
き
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
オ
モ
ロ
は
、
以
上
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
か
ん
が
え
る
。
あ
か
る
い
に
イ
タ
キ
ョ
ラ
で
通
う
コ
イ
シ
ノ
を
「
久
米
の
こ
い
し
の
が
鳥
ぎ
や
と
う
鳥
」
（
五
五
○
）
と
う
た
っ
て
、
船
を
漕
ぐ
者
を
鳥
に
た
と
え
、
あ
る
い
は
船
を
烏
に
な
ぞ
ら
え
て
「
羽
う
ち
が
ま
」
「
羽
う
ち
富
」
と
呼
び
、
「
飛
ぶ
烏
と
競
走
れ
」
（
九
○
｜
）
と
も
う
た
っ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
古
代
で
も
、
船
が
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
（抑）
る
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
イ
タ
キ
ョ
ー
フ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
が
棚
付
き
の
小
船
で
あ
り
、
沖
縄
の
場
合
に
は
、
想
像
上
の
も
の
で
は
な
く
長
い
実
用
の
歴
史
を
持
つ
船
と
し
て
島
々
の
歴
史
に
影
響
を
与
え
た
船
で
あ
っ
た
こ
と
、
沖
縄
の
中
世
か
ら
近
世
ま
で
実
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
そ
れ
が
、
火
神
に
ち
か
づ
い
て
行
く
た
め
の
、
天
界
に
到
る
乗
り
物
と
し
て
想
像
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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琉
球
王
国
の
航
海
儀
礼
は
、
他
の
王
府
儀
礼
と
の
比
較
に
よ
り
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
由
来
記
』
「
女
官
御
双
紙
』
の
航
海
儀
礼
史
料
の
な
か
に
、
他
の
壬
府
儀
礼
に
も
み
ら
れ
た
特
徴
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
ヒ
キ
・
ヒ
キ
系
官
員
に
よ
る
儀
礼
、
と
い
う
二
系
の
要
素
が
み
ら
れ
た
。
儀
礼
に
伴
う
歌
謡
も
、
各
々
、
旅
ク
エ
ー
ナ
・
ヤ
ラ
シ
ク
エ
ー
ナ
、
そ
れ
と
オ
モ
ロ
、
に
対
応
し
て
い
る
。
王
府
で
は
、
進
貢
船
出
港
前
に
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
中
心
に
し
た
、
聞
得
大
君
御
殿
、
三
平
等
の
御
殿
を
巡
拝
し
て
航
海
の
無
事
を
願
う
大
が
か
り
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
乗
船
者
も
そ
こ
に
参
加
す
る
。
那
覇
で
は
、
那
覇
近
辺
の
大
ア
ム
の
主
宰
で
儀
礼
を
行
う
。
そ
こ
で
は
、
王
府
の
大
庫
理
や
三
平
等
の
御
殿
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
の
関
わ
り
を
い
う
旅
ク
エ
ー
ナ
が
歌
わ
れ
ろ
。
唐
旅
の
場
合
は
、
ヒ
キ
系
役
人
が
綱
官
・
作
事
、
あ
る
い
は
船
中
の
、
菩
薩
焼
香
役
「
総
官
」
と
し
て
儀
礼
に
参
加
す
る
。
ヒ
キ
系
官
員
の
み
で
行
う
の
は
、
王
舅
渡
唐
の
十
月
に
王
府
で
行
う
綱
作
り
の
儀
礼
で
あ
り
、
こ
こ
で
御
唄
（
オ
モ
巳
が
う
た
わ
れ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
み
え
る
、
綱
作
り
の
オ
モ
ロ
は
、
ヒ
キ
制
度
の
確
立
し
た
尚
真
王
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
同
じ
く
ヒ
キ
名
を
も
つ
船
の
名
付
け
を
歌
う
オ
モ
ロ
の
成
立
も
そ
れ
が
「
名
付
け
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ヒ
キ
制
度
成
立
の
ご
く
初
期
、
つ
ま
り
、
尚
真
王
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
儀
礼
の
始
原
の
時
期
が
推
定
さ
れ
る
。
旅
ク
エ
ー
ナ
は
こ
れ
よ
り
後
の
成
立
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
ｌ
ま
と
め
に
代
え
て
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上
納
に
関
わ
る
儀
礼
や
航
海
を
推
測
さ
せ
る
歌
謡
に
、
国
頭
の
ク
エ
ー
ナ
や
久
米
島
の
ス
ラ
オ
ロ
シ
な
ど
が
あ
っ
た
。
前
者
は
、
上
納
の
航
海
の
「
見
立
て
」
神
事
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
綱
作
り
の
オ
モ
ロ
な
ど
に
遅
れ
る
も
の
と
推
測
す
る
。
後
者
は
、
上
納
に
使
用
し
た
船
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
が
、
双
方
に
中
国
系
の
船
の
影
響
が
見
ら
れ
ろ
。
近
世
久
米
島
の
「
公
事
帳
」
に
そ
の
格
護
を
記
録
す
る
棚
船
イ
タ
キ
ョ
ラ
・
タ
ナ
キ
ョ
ラ
は
、
同
島
の
歴
史
と
む
す
び
つ
き
そ
の
通
交
範
囲
を
広
げ
、
オ
タ
カ
ベ
や
オ
モ
ロ
に
多
く
歌
わ
れ
る
小
船
で
あ
り
、
ヒ
キ
役
と
の
関
係
が
深
い
。
こ
の
、
船
縁
に
棚
を
付
け
た
小
船
の
実
際
の
航
行
を
う
た
う
も
の
の
中
に
、
「
あ
か
る
い
、
て
だ
が
穴
」
に
漕
行
す
る
こ
と
を
う
た
う
も
の
が
あ
る
。
「
あ
か
る
い
」
の
意
味
は
、
古
く
は
「
上
の
方
、
天
」
と
み
ら
れ
る
。
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
は
そ
の
「
あ
か
る
い
、
て
だ
が
穴
」
か
ら
の
火
神
誕
生
を
う
た
っ
て
い
る
。
オ
モ
ロ
の
描
く
天
界
が
久
米
島
の
そ
れ
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
オ
モ
ロ
の
「
あ
か
る
い
の
大
主
、
て
だ
が
穴
の
大
主
」
を
、
火
神
の
「
大
主
」
と
み
て
、
「
あ
か
る
い
、
て
だ
が
穴
」
に
通
う
者
と
は
、
火
神
を
信
仰
す
る
者
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ひ
と
つ
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
船
や
漕
手
を
烏
に
誉
え
る
な
ど
し
て
、
天
に
通
う
船
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
る
の
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
神
話
な
ど
に
た
び
た
び
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
火
神
に
つ
い
て
、
久
米
村
人
側
で
は
、
道
教
的
な
思
想
に
基
づ
き
つ
つ
渡
唐
の
航
海
儀
礼
の
際
に
必
要
な
、
天
妃
や
菩
薩
信
仰
と
習
合
し
た
観
音
へ
の
仲
介
役
と
し
て
、
国
人
側
で
は
、
御
嶽
の
イ
ベ
や
テ
ダ
、
民
間
仏
教
的
な
神
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
双
方
の
共
有
可
能
な
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
共
通
の
宗
教
感
情
あ
る
い
は
そ
の
対
象
を
も
つ
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
が
是
非
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
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従
来
の
航
海
儀
礼
論
の
な
か
で
は
、
聞
得
大
君
按
司
自
身
に
対
す
る
信
仰
が
強
調
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
観
音
の
変
化
神
と
し
て
の
弁
才
天
と
聞
得
大
君
と
の
結
び
つ
き
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
及
び
参
考
文
献
『琉球国由来記』ｓ定本琉球国由来記』、平成九年、角川書店）
『
琉
球
国
旧
記
』
（
琉
球
史
料
叢
書
、
井
上
書
房
、
昭
和
三
七
年
）
『
南
島
歌
謡
大
成
』
（
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
編
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
五
年
）
「仲里旧記」「久米島君南風由来記」「仲里間切公事帳」「沖縄久米島資料編索引」。（『沖縄久米島資料編」、弘文堂、
昭和五八年）
『球陽』（角川書店、昭和四九年）
『琉球神道記』（横山重編著、角川書店、昭和四五年）
『
南島風土記」（東恩納寛惇著、昭和四九年）
『沖縄古語大辞典」（角川書店）
「おもろさうし』（岩波文庫、外間守善校注、一一○○三年）
「女官御双紙」「八重山嶽々由来記」（「神道大系神社編、沖縄』所収、昭和五七年）
二○○一一一年）
系神社編、沖縄』所収、
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『海東諸国紀』（岩波文庫）
陳
侃
「
使
琉
球
録
」
（
『
那
覇
市
史
」
資
料
編
、
巻
一
の
三
）
戸汪】
（
１
）
「
海
上
文
化
」
ｓ
全
集
』
巻
一
、
五
一
七
・
五
一
九
頁
）
。
（２）『日本海上交通史の研究』（法政大学出版局、’九八六年）。
（３）須藤利一編著「船」（法政大学出版局、一九六八年、一一’四・六・三四八頁）。「万葉集』四（新日本古典文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
一
○
○
三
年
）
。
「
棚
な
し
を
ふ
れ
」
に
つ
い
て
の
古
今
集
の
注
に
、
狭
い
所
に
漕
ぎ
入
れ
る
時
は
船
棚
を
「
と
り
す
て
る
」
と
あ
る
と
い
う
（
角
川
古
語
大
辞
典
）
。
拙
稿
㈹
の
注
記
。
（
４
）
小
葉
田
淳
『
中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
」
（
刀
江
書
院
、
昭
和
四
三
年
、
’
六
頁
）
。
（５）鈴木靖民「南島人の来朝をめぐる基礎的考察」（「東アジアとＲ本』歴史編、吉川弘文館、昭和六二年）。
（６）葉貫麿哉「アジア仏教史中国編』（佼成出版社、昭和五一年、一一一三八頁）。さらに、葉貢氏は、これらの
貿
易
船
の
往
還
を
可
能
に
し
た
の
は
、
琉
球
が
、
日
琉
貿
易
の
航
路
に
あ
た
る
喜
界
島
の
征
伐
に
成
功
し
た
か
ら
で
は
な
い
かとされる（注６前掲書一一一三九頁）。
（７）真栄平房昭「琉球の形成と東アジア」（『古代の日本」所収、角川書店、一九九一年、四八○頁）。
（８）「李朝実録」世宗一五年、’四三一一一年以下の記事（池谷望子・内田晶子・高瀬恭子「琉球史料集成訳注編』、
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椿
樹
書
林
、
二
○
○
五
年
、
七
六
頁
）
。
（
９
）
池
宮
正
治
「
オ
モ
ロ
の
航
海
と
船
の
民
俗
」
（
「
古
代
の
日
本
』
巻
三
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）
、
真
栄
平
房
昭
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
航
海
と
信
仰
」
ｓ
沖
縄
文
化
」
七
七
号
、
一
九
九
三
年
年
、
七
頁
）
、
豊
見
山
和
行
「
航
海
守
護
神
と
海
域
」
（
「
海
と
ア
ジ
ア
５
，
越
境
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
所
収
、
二
○
○
一
年
、
岩
波
書
店
）
、
高
梨
一
美
「
航
海
の
守
護
」
ｌ
琉
球
王国の祭司制度の一側面Ｉ（「文化史の諸相』所収、’’○○三年、吉川弘文館）。
（
Ⅲ
）
高
梨
氏
の
注
９
論
文
。
（
、
）
例
え
ば
、
巻
四
（
五
七
）
に
よ
れ
ば
、
三
味
線
造
某
は
、
康
煕
四
九
年
に
筑
登
之
座
敷
、
公
工
の
主
取
と
な
っ
た
。
高
瀬
恭
子
氏
は
、
こ
の
「
由
来
記
』
「
琉
球
国
旧
記
』
の
記
事
の
ほ
か
、
家
譜
と
「
歴
代
宝
案
」
と
の
比
較
検
討
を
さ
れ
た
上
で
、
火
長
・
総
官
（
管
）
・
香
工
は
焼
香
役
を
意
味
す
る
職
名
と
し
て
用
い
る
時
代
が
長
く
、
火
長
に
つ
く
の
は
多
く
の
久
米
村
系
人
と
少
数
の
沖
縄
風
の
名
を
も
つ
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
頁
歴
代
法
案
〉
第
一
集
に
お
け
る
火
長
に
つ
い
て
」
「
東
南
ア
ジ
ア
歴
史
と
文
化
』
十
一
一
号
、
一
九
八
三
年
）
。
船
中
で
の
天
妃
菩
薩
へ
の
儀
礼
に
、
双
方
の
官
人
が
と
も
に
係
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
氏
の
引
用
さ
れ
る
「
華
夷
通
商
考
」
（
一
六
九
五
年
）
に
、
「
船
主
」
の
説
明
と
し
て
「
船
頭
ナ
リ
、
船
中
ニ
テ
役
ナ
シ
、
日
本
一
一
テ
商
売
ノ
下
知
ヲ
シ
公
儀
ヲ
勧
メ
、
｜
船
ノ
人
数
ヲ
治
ム
、
…
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
船
頭
」
の
職
事
に
つ
い
て
の
史
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
（
、
）
沖
縄
仮
屋
は
、
旧
藩
時
代
の
出
先
の
行
政
機
関
。
薩
摩
の
琉
球
仮
屋
（
琉
球
館
）
。
薩
摩
藩
の
出
先
機
関
と
し
て
、
一
六
二
八
年
に
那
覇
西
村
に
大
和
在
番
仮
屋
が
設
置
さ
れ
た
。
｜
般
に
仮
屋
と
い
え
ば
薩
摩
の
琉
球
仮
屋
を
指
す
が
、
旅
ク
エ
ー
ナ
に
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い
う
仮
屋
は
那
覇
に
あ
る
も
の
を
指
す
と
か
ん
が
え
る
。
（過）小川徹「久高島民俗社会の基盤」（『沖縄久高島調査報告書」二頁）、森田晃一「渡嘉敷間切公事帳の特徴」
（『諸国叢書』第一一一輯所収、’一一三頁）。
（
ｕ
）
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
」
に
、
渡
唐
船
潮
懸
の
際
の
警
護
の
た
め
に
、
二
反
・
四
反
帆
船
を
加
子
と
共
に
用
意
す
る
こ
と
、
と
は
あ
る
が
、
棚
船
の
記
述
は
な
い
Ｓ
諸
国
叢
書
」
第
一
二
輯
、
所
収
、
平
成
七
年
、
翻
刻
八
五
頁
）
。
間
切
公
事
帳
は
一
七
三
五
年
王
府
か
ら
諸
間
切
・
諸
島
に
出
さ
れ
た
も
の
。
現
存
す
る
間
切
公
事
帳
は
、
久
米
島
・
与
那
城
間
切
・
渡
嘉
敷
間
切
な
ど
で
、
そ
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
（
川
部
裕
幸
「
渡
嘉
敷
間
切
公
事
帳
」
解
題
、
前
掲
書
所
収
）
。
（
囮
）
小
野
重
朗
「
朝
凪
・
夕
凪
の
お
も
ろ
」
（
『
沖
縄
文
化
』
三
八
号
、
昭
和
四
七
年
）
、
池
宮
氏
注
９
論
文
、
嘉
手
刈
千
鶴
子
「
オ
モ
ロ
と
万
葉
歌
・
航
海
に
関
わ
る
表
現
よ
り
み
た
」
（
’
九
八
六
年
初
出
、
「
お
も
る
と
琉
歌
の
世
界
』
所
収
、
森
話
社
、
二
（
咽
）
昇
曙
夢
『
大
奄
美
史
」
（
奄
美
社
、
昭
和
二
四
年
、
’
七
四
頁
）
の
訳
文
に
よ
る
。
（Ⅳ）「沖縄国頭比地の海神祭」（「南島歌謡大成』沖縄編、上、二五四頁）。宮城氏注肥著書一一一五四頁に現代の比
地
の
祭
祀
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
な
お
小
稿
で
は
儀
礼
に
お
け
る
乗
船
者
と
し
て
の
ヒ
キ
を
強
調
し
て
き
た
が
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
オ
ナ
ヂ
ャ
ラ
（
女
按
司
）
の
航
海
を
う
た
う
も
の
（
五
三
五
）
、
又
、
向
寧
王
妃
作
と
い
う
詞
書
を
も
つ
オ
モ
ロ
八
九
二
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
稀
な
例
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
乗
船
や
オ
モ
ロ
が
性
別
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
職
事
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
○○三年）。
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（
肥
）
宮
城
栄
昌
『
沖
縄
の
ノ
ロ
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
年
、
一
二
五
頁
）
。
（
四
）
高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
の
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
二
年
、
二
○
頁
外
）
。
（別）『伊波普猷全集』巻五、五一一三・五一一四頁。
（
Ⅲ
）
「
君
、
ノ
ロ
、
カ
ミ
は
階
級
的
称
呼
で
あ
る
が
、
発
生
的
に
み
れ
ば
、
カ
ミ
、
ノ
ロ
、
キ
ミ
の
順
で
、
そ
れ
は
又
、
沖
縄
諸
島
が
、
部
落
↓
間
切
↓
王
国
と
政
治
的
に
組
織
を
ひ
ろ
げ
て
き
た
歴
史
的
過
程
を
反
映
す
る
」
Ｓ
校
本
お
も
ろ
さ
う
し
」
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
○
年
、
解
説
、
三
五
頁
）
宮
城
氏
も
著
書
注
咀
七
四
頁
で
同
様
に
述
べ
ら
れ
た
。
（
皿
）
「
影
薄
き
国
っ
神
」（『伊波普猷全集』巻五、三四六頁）。
（
羽
）
仲
原
善
忠
「
固
有
信
仰
の
お
と
ろ
え
」
（
「
全
集
』
巻
三
所
収
、
四
○
九
頁
）
、
宮
城
氏
注
蛆
著
書
、
一
○
・
一
六
頁
。
根
神
参
加
の
儀
礼
は
、
稲
祭
り
に
つ
い
て
の
筆
者
の
分
類
（
拙
稿
㈹
の
四
）
で
い
え
ば
、
Ａ
（
Ｂ
よ
り
新
し
い
形
式
の
儀
礼
と
推
定
さ
れ
、
参
加
者
は
多
く
複
雑
）
。
「
仲
里
旧
記
」
の
根
神
の
用
例
は
、
筆
者
の
み
る
限
り
で
は
二
例
あ
り
、
一
例
は
儀
間
村
カ
テ
カ
ル
の
根
神
。
こ
の
儀
間
村
カ
テ
カ
ル
の
水
田
は
同
島
で
の
最
新
の
型
で
あ
り
、
そ
の
地
域
で
の
雨
乞
い
儀
礼
の
起
源
に
か
か
わ
る
神
職
と
伝
え
る
（
拙
稿
㈹
、
注
妬
）
。
次
の
記
述
は
、
か
つ
て
同
島
で
も
海
神
祭
の
模
擬
船
漕
儀
礼
的
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
海
神
祭
そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
み
て
、
そ
の
始
原
を
古
代
に
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
根
神
と
い
う
神
職
の
古
さ
を
示
す
事
例
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
「
当
島
之
内
島
尻
村
は
毎
年
稲
大
祭
翌
日
し
ゆ
く
祭
と
て
同
村
ね
所
庭
江
の
ろ
ね
神
ね
人
始
百
姓
中
相
揃
さ
て
を
立
船
こ
ぎ
し
ゆ
く
す
き
真
似
仕
祝
申
儀
式
往
古
よ
り
有
来
候
処
前
午
年
御
検
者
御
渡
海
之
時
分
よ
り
御
法
度
被
仰
付
に
今
終
申
候
」
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（「仲里旧記」四三頁）
サ
デ
は
魚
取
り
の
網
で
あ
り
、
シ
ュ
ク
は
魚
名
（
仲
原
善
忠
「
校
注
仲
里
旧
記
」
『
全
集
』
巻
三
所
収
）
。
こ
の
記
事
の
内
容
は
、
島
尻
村
で
は
、
稲
大
祭
の
後
に
根
所
で
、
ノ
ロ
・
根
人
・
根
神
・
百
姓
が
揃
っ
て
、
魚
取
り
の
網
を
立
て
、
船
漕
ぎ
を
演
じ
「
し
ゆ
く
す
き
真
似
」
（
ス
ク
を
掬
う
真
似
力
）
を
し
た
。
た
だ
し
「
午
年
御
検
者
」
（
お
そ
ら
く
は
戌
午
、
一
六
七
八
年
に
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
者
で
あ
ろ
う
）
来
島
の
際
に
禁
止
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
。
こ
の
行
事
は
、
近
年
の
（
一
九
七
○
年
代
）
今
帰
仁
の
六
月
二
十
五
日
の
年
中
行
事
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
、
次
の
よ
う
な
与
那
嶺
の
、
ス
ク
ド
ー
と
言
う
行
事
に
類
似
し
て
い
る
。
即
ち
、
ム
ラ
の
役
人
が
触
れ
回
っ
て
皆
を
ア
サ
ギ
に
集
め
る
と
、
「
ス
ク
ド
ー
、
ス
ク
ド
ー
」
と
い
っ
て
、
ス
ク
を
網
で
取
る
真
似
を
し
た
と
い
う
（
『
沖
縄
の
祭
祀
と
信
仰
』
平
敷
令
治
、
’
七
五
頁
）
。
久
米
島
の
稲
大
祭
も
六
月
一
一
十
五
日
に
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
拙
稿
㈹
）
。
こ
の
久
米
島
の
儀
礼
は
海
神
祭
の
船
漕
ぎ
の
模
擬
儀
礼
（
高
梨
一
美
「
沖
縄
国
頭
地
方
の
〈
海
神
祭
祀
〉
の
検
討
」
一
、
ｌ
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
・
シ
ヌ
グ
祭
祀
の
分
類
と
類
型
Ｉ
」
束
横
学
園
女
子
短
期
大
学
女
性
研
究
所
紀
要
第
十
号
、
二
○
○
一
年
、
九
頁
）
に
類
似
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
皿
）
渡
名
喜
明
「
首
里
三
平
等
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
神
名
と
就
任
儀
礼
」
（
「
沖
縄
民
俗
研
究
」
七
号
、
一
九
八
七
年
）
、
小
島
理
礼
「首里一一一平等の大あむしられ」（『日本の神々』’一一一所収、白水社、’九八七年、二二○頁）。
（
妬
）
ミ
チ
リ
ヘ
キ
ョ
の
オ
ャ
ノ
ロ
は
、
島
尻
村
こ
う
ろ
瀬
の
大
雨
乞
オ
タ
カ
ベ
（
二
六
頁
）
に
、
「
王
に
せ
」
の
田
原
に
雨
を
た
ま
ふ
れ
、
と
マ
ヒ
ト
を
つ
れ
て
ア
オ
リ
ャ
ヘ
等
に
祈
願
す
る
も
の
。
仲
里
城
で
は
、
ミ
セ
リ
キ
ョ
は
す
べ
て
の
イ
ベ
に
対
し
て
雨
乞
を
行
う
。
こ
の
オ
タ
カ
ベ
に
も
テ
ル
カ
ハ
が
み
え
、
オ
モ
ロ
九
一
と
共
通
す
る
。
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（邪）小島理礼「琉球学の視角』六八頁。安達義弘「琉球王府の中央集権体制と火神信仰」（「沖縄の宗教と民俗」
所収、第一書一房、一九八八年）。
（”）小川徹『沖縄近世の民俗史』（弘文堂、昭和六一一年、二五一一・一一六一・二六七頁）。池宮正治氏は『混効験
集
の
研
究
」
（
一
九
九
五
年
、
第
一
書
房
、
三
～
七
頁
）
の
な
か
で
、
久
米
村
で
は
弁
才
天
が
観
音
の
化
身
と
信
じ
ら
れ
、
嬬
祖
（
船
菩
薩
）
と
の
習
合
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
。
（羽）「炭焼小五郎が事」（『定本柳田国男集』巻一、三四一一頁）。
（羽）筑土鈴寛「使霊と叙事伝説」（『全集』巻四所収）。
（釦）『日本民俗大辞典』聞得大君の項（高梨一美）に近年の聞得大君観が簡潔にまとめられている。
（Ⅲ）豊見山氏注９論文一九四～’九六頁。
（釦）識名盛命『思出草』（外間守善編著「混効験集、校本と研究』所収、昭和四五年）。識名盛命は「混効験集』
の
責
任
編
集
者
で
も
あ
っ
た
。
拙
稿
ロ
参
照
。
（
羽
）
波
上
の
本
尊
は
、
阿
弥
陀
・
千
手
観
音
他
、
沖
山
臨
海
寺
は
弥
陀
・
薬
師
・
十
一
面
観
音
、
八
幡
は
弥
陀
・
薬
師
・
勝
軍
地
蔵
、
天
久
山
聖
現
寺
は
弥
陀
・
薬
師
・
十
一
面
観
音
、
普
天
間
は
弥
陀
・
薬
師
・
正
観
音
、
末
吉
も
弥
陀
・
薬
師
・
正
観
音
（以上は『由来記』巻十一）。識名宮は弥陀・薬師・観音（「球陽』尚貞一二年、’六八○年条）。
（狐）「琉球館訳語本文と索引」（昭和四五年、九六頁）。
（胡）「太陽崇拝と火の神」Ｓ仲原善忠全集」巻三所収）。
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（鋼）事例は、二四・四六・四七・五一一頁ほかにみられる。
（
訂
）
第
二
に
オ
モ
ロ
八
二
四
の
「
ち
か
わ
す
は
」
の
ハ
が
格
助
詞
で
な
く
係
助
詞
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
「
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
解
説
（
文
法
）
参
照
）
、
こ
の
オ
モ
ロ
は
あ
か
る
い
の
大
主
が
、
と
く
に
（
ヒ
キ
の
構
成
員
）
按
司
・
下
司
・
ち
か
わ
す
（
兵
士
た
ち
）
に
、
お
心
を
掛
け
る
と
い
う
強
調
の
意
に
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（銘）八一一七・八一一一五・八三六のオモロの従来説について。たとえば伊波普猷氏はあかるいの大主を、「東方の大
主
」
で
あ
り
、
第
一
尚
氏
の
王
子
か
国
王
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
（
『
全
集
」
巻
六
、
四
八
七
頁
）
、
烏
越
憲
三
郎
氏
は
、
「
東
方
の
大
神
」
、
岩
波
文
庫
本
は
、
太
陽
神
と
み
て
い
る
。
そ
れ
以
下
の
歌
詞
と
あ
か
る
い
の
大
主
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
（
羽
）
東
喜
望
「
久
高
島
由
来
記
と
久
高
家
系
統
記
」
（
「
沖
縄
久
高
島
調
査
報
告
書
』
昭
和
六
○
年
所
収
、
五
三
頁
）
。
（側）「あまみや考」（「伊波普猷全集』巻五、四八○頁）、福寛美「枯野断章」（「上代文学研究』二八号、二○○
二年）、池宮氏注９論文。
【拙稿】
Ｈ
一
九
九
一
年
「
お
も
る
歌
唱
者
に
つ
い
て
の
問
題
」
弓
沖
縄
文
化
研
究
』
一
七
号
）
口
一
九
九
三
年
「
史
料
に
み
る
琉
球
の
弁
才
天
信
仰
」
（
「
南
島
史
学
」
四
二
号
）
口
二
○
○
一
年
「
キ
ン
マ
モ
ン
の
神
と
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
沖
縄
文
化
研
究
』
二
七
号
）
大神」、
い
な
い
。
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四二○○二年『おもろさうし』にみる久米島出自の神々の変容とその歴史的背景」（同右二八号）
⑤二○○三年『おもろさうし」のキミカナシとヒキの官員」（同二九号）
尚二○○四年「中世沖縄の稲祭と雨乞儀礼にみる大アムシラレとヒキ系官員の役割」上（同右、三○号）
㈹
二
○
○
六
年
同
右
論
文
の
下
（
同
右
三
一
一
号
）
㈹一一○○七年「王城祭祀における禁中女官・君々ほかの職事に関する基礎的考察」（同右一一一三号）
伽二○○八年「中世沖縄の王府儀礼キミテズリ百果報事の意義」（同右一一一四号）
ロ一九八九年「久米島の神きみよし」（「日本研究』ｌ言語と伝承、大野晋先生古稀記念論文集所収、角川書
店）
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